
近
　
畿

の

経
　
塚

村

木

二

β良

門
要
約
】
　
極
楽
往
生
を
期
し
て
各
地
に
造
ら
れ
た
経
塚
は
、
一
一
～
＝
二
世
紀
の
寺
社
勢
力
の
動
向
を
窺
う
に
は
恰
好
の
資
料
で
あ
る
。
二
大
経
塚
集
中

地
の
一
方
で
あ
る
近
畿
の
経
塚
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
蓋
部
の
形
態
と
筒
善
部
の
口
径
に
基
づ
き
、
銅
製
経
筒
の
型
式
分
類
を
行
う
。
次
に
外

容
器
の
種
類
を
分
類
し
、
経
筒
と
外
容
器
の
分
布
域
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ひ
と
ま
と
め
に
囲
わ
れ
て
来
た
近
畿
の
経
塚
を
、
二
段
盛
蓋
式
、
二
段
笠
蓋
式
経

筒
な
ど
大
振
り
の
経
筒
と
東
海
系
の
外
容
器
を
特
徴
と
す
る
「
京
の
経
塚
」
、
一
段
笠
田
式
、
三
段
笠
蓋
式
経
筒
を
特
徴
と
す
る
「
播
州
の
経
塚
」
、
一
段

盛
蓋
式
経
筒
を
特
徴
と
す
る
「
三
無
の
経
塚
」
に
区
分
す
る
。
ま
た
埋
納
法
が
経
塚
造
営
を
主
導
す
る
勧
進
僧
の
作
法
を
反
映
す
る
と
考
え
、
経
筒
の
型

式
と
経
塚
の
埋
納
法
と
の
関
係
か
ら
、
鋳
物
師
と
勧
進
僧
と
の
関
係
を
見
る
。
も
う
一
方
の
経
塚
集
中
地
で
あ
る
九
州
の
経
塚
が
鋳
物
師
と
勧
進
僧
と
の

関
係
が
非
常
に
密
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
近
畿
の
経
塚
で
は
そ
の
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
両
地
域
の
経
塚
の
造
営
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
経
塚
の
二
大
メ
ッ
カ
と
醤
わ
れ
な
が
ら
も
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
近
畿
と
九
州
の
経
塚
の
異
な
っ
た
展
開
の
仕
方
に
対
す
る
解

答
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
［
巻
二
号
　
一
九
九
八
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

近畿の経塚（村木）

古
代
か
ら
中
世
へ
と
日
本
社
会
が
変
転
し
て
行
く
混
迷
の
時
代
。
人
々
の
心
に
は
末
法
思
想
が
根
付
い
て
い
た
。
欣
求
浄
土
の
声
は
下
々
に

ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
来
世
を
期
し
て
、
様
々
な
作
善
業
が
実
践
さ
れ
た
。
「
経
は
法
華
経
、
さ
ら
な
り
」
と
『
枕
の
草
子
』
に
も
謳
わ
れ
る

肇
経
は
、
当
時
最
も
重
視
さ
れ
た
経
典
で
あ
・
た
。
そ
の
中
で
肇
経
を
写
経
す
る
こ
と
が
大
き
な
功
徳
で
あ
る
こ
と
は
穿
述
べ
ら
れ
て
剛

い
る
。
そ
れ
を
埋
謁
し
、
来
世
仏
で
あ
る
弥
勒
如
来
が
下
生
す
る
五
十
六
億
七
千
万
年
後
ま
で
伝
え
る
こ
と
は
、
仏
滅
を
危
惧
し
て
の
宗
教
的
　
6
9



行
為
で
あ
る
以
上
に
、
浄
土
へ
の
道
を
約
束
す
る
作
善
業
と
し
て
、
人
々
の
問
に
広
く
流
行
し
た
。
こ
れ
が
各
地
に
造
ら
れ
た
経
塚
で
あ
る
。

　
経
塚
の
造
ら
れ
た
　
一
～
…
三
世
紀
と
は
、
顕
密
八
宗
の
い
わ
ゆ
る
旧
仏
教
勢
力
が
古
代
的
体
質
を
中
世
的
に
転
換
し
、
淘
汰
を
重
ね
つ
つ
、

封
建
領
主
と
し
て
姿
を
変
え
、
中
世
に
お
け
る
隠
然
た
る
勢
力
を
培
っ
て
行
く
時
期
で
あ
る
。
人
々
の
厚
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
経
塚
は
、
ま

た
彼
ら
の
試
行
錯
誤
の
ひ
と
つ
の
姿
で
も
あ
っ
た
。
経
塚
造
営
に
は
様
々
な
宗
教
的
作
法
が
必
要
で
あ
る
。
人
々
に
経
塚
造
営
の
功
徳
を
説
き
、

こ
れ
を
勧
め
、
一
切
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
勧
進
僧
で
あ
る
。
中
世
史
研
究
も
今
や
考
古
学
的
な
裏
付
け
を
な
く
し
て
は
語
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
時
代
に
、
全
国
的
に
造
ら
れ
た
日
本
独
自
の
遺
跡
で
あ
る
経
塚
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
転
換
す
る
寺
社
の
姿
を
考
古
学
的
に

追
究
す
る
の
に
恰
好
の
素
材
な
の
で
あ
る
。

　
経
塚
は
平
安
京
を
中
心
と
し
た
近
畿
と
大
宰
府
を
中
心
と
し
た
九
州
北
部
地
域
と
に
二
大
集
中
を
な
す
こ
と
は
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
来
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
た
研
究
は
な
い
。
近
畿
の
経
塚
と
九
州
の
経
塚
と
が
同
様
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
相
違
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ

は
ど
の
点
に
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
も
解
決
さ
れ
な
い
う
ち
は
経
塚
起
源
論
の
よ
う
な
経
塚
自
体
の
研
究
も
進
ま
ず
、
ま
し

て
や
経
塚
研
究
を
通
し
て
三
世
史
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
畿
の
経
塚
に
つ
い
て
論
じ
、
謙
譲
で
述
べ
た

九
州
の
経
塚
の
特
徴
と
比
較
す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
近
畿
の
経
塚
と
漢
然
と
言
わ
れ
て
来
た
丹
後
・
丹
波
・
近
江
・
伊
勢
・
志
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

以
西
、
但
馬
・
播
磨
以
東
の
経
塚
を
網
羅
的
に
集
成
し
、
甚
見
表
に
ま
と
め
る
。
更
に
銅
製
経
筒
の
型
式
分
類
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
う
外
容
器
、

遺
構
を
加
味
し
て
経
塚
の
霊
感
法
を
見
る
。
経
筒
の
型
式
と
埋
納
法
と
の
関
係
か
ら
近
畿
の
経
塚
造
営
の
特
徴
を
導
き
出
し
、
九
州
の
経
塚
造

営
体
制
と
比
較
し
、
両
者
の
経
塚
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

　
①
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
経
塚
を
扱
っ
た
研
究
が
、
近
畿
地
方
と
し
て
く
く
っ
て
来
　
　
一
九
七
七
年
。
埋
門
経
塚
出
土
陶
磁
展
畿
内
に
埋
納
さ
れ
た
や
き
も
の
』
一
九

　
　
た
慣
習
的
な
範
囲
で
あ
る
。
蔵
田
蔵
門
経
塚
論
」
七
～
九
（
『
M
U
S
E
U
M
隔
　
　
　
　
九
五
年
。
関
秀
夫
「
経
塚
地
名
総
覧
』
一
九
八
四
年
。

　
　
一
七
四
、
一
七
六
、
一
七
七
、
～
九
六
五
年
）
。
奈
良
国
立
博
物
館
咽
経
塚
遺
宝
』
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近畿の経塚（村木）

第
一
車
　
研
　
　
究
　
　
史

　
近
畿
の
経
塚
は
経
筒
を
は
じ
め
豊
富
な
副
納
品
を
伴
う
も
の
が
多
く
、
そ
の
華
や
か
さ
は
一
方
の
経
塚
集
短
呼
で
あ
る
九
州
を
も
は
る
か
に

し
の
ぐ
。
ま
さ
に
平
安
京
の
貴
族
達
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
経
塚
を
暗
示
さ
せ
る
。
実
際
、
摂
関
家
の
藤
原
道
長
、
上
東
門
院
彰
子
、
藤
原
師
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
条
兼
実
と
い
っ
た
貴
顕
を
筆
頭
に
、
当
時
の
埋
経
事
例
は
文
書
記
録
に
残
っ
て
お
り
、
金
峰
虫
経
塚
か
ら
の
藤
原
道
長
銘
経
筒
の
出
土
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
考
古
学
的
な
証
明
を
得
た
も
の
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
下
級
貴
族
清
原
信
俊
が
埋
慨
し
た
経
筒
が
鞍
馬
寺
経
塚
、
粉
河
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

土
神
社
1
号
経
塚
の
ニ
カ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道
長
の
埋
経
か
ら
百
年
以
上
経
た
当
時
の
平
安
京
貴
族
の
間
で
経
塚
造
営
事
業

が
か
な
り
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
近
畿
の
経
塚
研
究
史
は
古
く
、
戦
前
に
ま
で
逆
上
る
。
こ
の
時
期
の
研
究
は
、
正
式
な
発
掘
調
査
を
経
ず
、
研
究
対
象
が
出
土
遺
物
に
の
み

限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
金
石
文
資
料
と
し
て
経
筒
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
基
づ
く
研
究
が
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
華
や
か
な
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

土
品
に
目
が
い
く
た
め
か
、
比
叡
山
、
金
峰
山
、
熊
野
と
い
っ
た
平
安
京
貴
族
の
篤
い
信
仰
の
下
大
規
模
な
経
塚
群
を
形
成
し
た
も
の
や
、
花

　
　
⑥
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
⑧

背
別
所
、
鞍
馬
寺
、
稲
荷
山
の
よ
う
な
平
安
京
周
辺
の
経
塚
が
主
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
、
近
畿
で
も
播
磨
地
域
や
丹
後
地
域
と
い
っ
た
地

方
に
築
か
れ
た
経
塚
に
は
手
が
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
近
畿
の
経
塚
と
言
え
ば
自
然
と
平
安
京
貴
族
の
手
に
な
る
華
や
か
な
経
塚
が
念
頭

に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
現
在
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　
こ
こ
で
広
く
日
本
全
国
の
経
塚
研
究
を
眺
め
て
み
る
と
、
群
を
抜
い
て
い
る
の
が
九
州
の
経
塚
に
つ
い
て
で
あ
る
。
小
田
富
士
雄
氏
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

積
上
式
、
中
国
産
陶
磁
器
、
滑
石
製
の
三
つ
の
九
州
型
経
筒
の
提
唱
か
ら
、
同
氏
の
求
菩
提
型
経
筒
、
杉
山
押
詰
の
四
王
寺
型
経
筒
の
設
定
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ど
、
経
筒
の
型
式
分
類
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
こ
う
い
つ
た
基
礎
研
究
が
な
っ
て
漸
く
考
古
学
的
議
論
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
今

更
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
経
筒
の
型
式
分
類
ひ
と
つ
を
採
っ
て
も
九
州
以
外
の
地
域
で
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
近
畿
の
経
塚
研
究
も
、

そ
の
た
め
各
個
の
経
塚
が
個
別
に
研
究
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
銘
文
研
究
が
一
通
り
終
わ
る
と
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
近

71 （203）



畿
は
九
州
と
並
び
称
さ
れ
る
経
塚
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。
特
に
金
峰
山
、
比
叡
山
横
川
と
い
っ
た
経
塚
の
濫
淫
に
関
わ
る
も
の
も
控
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

未
解
決
の
経
塚
起
源
論
を
解
く
た
め
に
も
、
近
畿
の
経
塚
研
究
は
遅
れ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
畿
の
経
筒
の
型
式
分
類
は
何
よ

り
の
急
務
と
雷
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
う
い
つ
た
遅
延
の
現
状
を
打
破
す
る
も
の
と
し
て
、
わ
ず
か
に
播
磨
地
域
に
お
け
る
一
連
の
論
考
が
あ
る
。
亀
田
修
一
氏
が
江
ノ
上
1
号

経
筒
に
関
し
て
報
告
書
で
類
例
を
探
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
受
け
て
森
内
秀
造
氏
が
更
に
数
例
を
加
え
、
同
一
系
統
の
工
房
で
製
作
さ

れ
た
経
筒
群
と
考
え
た
。
こ
の
経
筒
は
、
蓋
部
は
三
段
の
盛
り
上
が
り
を
も
っ
た
心
癖
で
、
筒
身
部
は
筒
部
と
底
部
を
一
鋳
に
し
た
無
事
製
経

筒
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
式
に
型
式
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
近
畿
の
経
筒
を
型
式
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
経
筒

型
式
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
森
内
氏
の
研
究
は
兵
庫
県
の
経
塚
に
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
が
惜
し
い

が
、
県
内
で
の
銅
砂
留
盛
蓋
、
銅
並
製
塵
事
、
鉄
製
、
須
恵
質
、
土
師
質
経
筒
の
分
布
に
北
部
と
南
部
で
地
域
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

　
　
⑮

て
い
る
の
は
慧
眼
で
あ
る
。
本
稿
で
も
氏
の
研
究
か
ら
は
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
お
り
、
先
行
研
究
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
も
う
ひ
と
つ
経
塚
研
究
史
上
見
逃
せ
な
い
の
が
、
中
世
須
恵
器
研
究
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
吉
岡
康
暢
氏
の
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
広
く

日
本
全
域
に
わ
た
っ
て
、
経
塚
に
用
い
ら
れ
た
陶
製
外
容
器
を
須
恵
器
系
陶
器
の
転
用
外
容
器
を
中
心
に
集
め
検
討
し
た
も
の
で
、
非
常
に
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
研
究
で
あ
る
。
氏
は
中
世
須
恵
器
の
編
年
を
元
に
、
近
畿
の
経
塚
は
一
二
世
紀
半
ば
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
と
、
紀
年
銘
経
塚
か
ら
判
明
し
て
い
る
こ
と
の
追
認
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
や
や
物
足
り
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
な
か
っ
た
外
容
器
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一
気
に
推
し
進
め
た
。
し
か
し
こ
れ
以
後
こ
の
方
面
か
ら
の
研
究
は
な
い
。
も
と
も
と
氏
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

自
体
、
中
世
須
恵
器
研
究
の
手
掛
か
り
と
し
て
経
塚
を
手
段
に
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
東
播
系
諸
士
の
研
究
の
進
展
に
加
え
、
貝
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

系
陶
器
の
常
滑
焼
の
生
産
地
編
年
が
提
示
さ
れ
る
な
ど
中
世
陶
器
の
研
究
は
日
進
月
歩
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
紀
年
銘
の
な
い
経
塚
に
は
出
来

る
限
り
こ
う
い
つ
た
中
世
陶
器
の
研
究
成
果
を
援
用
し
て
行
き
た
い
。

　
近
年
発
掘
調
査
に
基
づ
い
た
経
塚
資
料
が
年
々
蓄
積
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
こ
数
年
で
も
一
九
九
〇
年
但
馬
一
乗
寺
経
塚
、
　
九
九
一
年
丹
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波
高
田
山
経
塚
、
一
九
九
七
年
伊
勢
蓮
台
壁
厚
ノ
ロ
経
塚
、
山
城
白
川
金
色
院
経
塚
と
挙
げ
ら
れ
る
。
以
前
で
は
経
塚
遣
構
は
資
料
的
限
界
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
現
在
は
可
能
で
あ
る
。

　
経
塚
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
経
筒
、
外
容
器
、
遺
構
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
銅
製
経
筒
の
型
式
分
類
を
行
う
。
そ
の
後
薬
容
器
を
も

加
味
し
て
、
こ
れ
ま
で
近
畿
の
経
塚
と
漠
然
と
言
わ
れ
て
い
た
ま
と
ま
り
を
細
分
す
る
。
ま
た
遺
構
を
埋
納
法
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

筒
・
外
容
器
・
遺
構
の
三
者
の
関
連
を
見
て
行
き
た
い
。
こ
れ
は
拙
稿
「
九
州
の
経
塚
造
営
体
制
」
（
以
下
前
稿
と
略
す
）
で
採
っ
た
論
法
と
全

く
同
様
で
あ
る
。
近
畿
と
九
州
に
経
塚
の
二
大
集
中
地
が
存
在
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
を
比
較
検

討
し
た
研
究
は
な
い
。
こ
の
最
も
基
本
的
な
論
議
を
な
お
ざ
り
に
し
て
は
、
経
塚
研
究
の
進
展
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
本
稿
で
は
最
後
に
舟
中
と
対
照
さ
せ
、
近
畿
の
経
塚
と
九
州
の
経
塚
の
決
定
的
な
差
を
述
べ
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
の
寺
社
勢
力

の
多
様
な
あ
り
方
を
窺
っ
て
み
た
い
。

①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
八
月
一
～
一
四
日
の
条
。
「
如
法
堂
銅
筒
記
」

　
（
『
如
法
経
濫
筋
類
聚
記
』
（
『
大
正
薪
脩
大
蔵
経
』
図
像
一
一
「
門
葉
記
」
巻
七

　
九
）
所
収
）
。
『
後
二
条
師
軍
記
隔
寛
治
二
年
七
月
一
五
日
、
二
五
日
～
八
月
二
日

　
の
条
。
『
玉
葉
』
安
元
ご
～
年
正
月
一
四
日
の
条
、
養
和
二
年
四
月
一
六
日
の
条
、

　
寿
永
元
年
九
爲
一
四
日
の
条
、
文
治
元
年
八
月
二
　
　
、
二
三
日
の
条
、
建
久
六
年

　
九
月
一
五
、
一
六
日
の
粂
。

②
黒
川
真
道
「
大
和
国
金
峰
神
社
所
蔵
の
鍍
金
経
筒
考
」
（
『
考
古
界
』
五
－
一
、

　
一
九
〇
五
年
）
。
石
田
茂
作
・
矢
島
恭
介
『
金
峰
山
経
塚
遺
物
の
研
究
』
一
九
三

　
七
年
。
佐
藤
虎
雄
「
藤
原
道
長
の
金
峰
詣
」
（
『
大
和
文
化
研
究
隔
一
丁
二
、
一
九

　
五
四
年
）
。
保
坂
三
郎
「
藤
原
道
長
の
経
塚
」
（
『
経
塚
論
考
』
　
｝
九
七
一
年
）
。
三

　
宅
敏
之
「
藤
原
道
長
の
埋
経
」
（
四
角
睡
文
衛
博
士
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
隔
一
九

　
八
三
年
）
。
斎
藤
融
「
藤
原
道
長
の
金
峰
山
信
仰
」
（
「
日
本
歴
史
』
五
五
三
、
一

　
九
九
四
年
）
な
ど
多
数
。

③
三
宅
敏
之
「
平
安
蒔
代
埋
経
供
養
の
一
嵩
能
丁
一
清
原
信
俊
の
埋
経
を
中
心
と

　
し
て
」
（
『
日
本
歴
史
㎞
一
八
一
、
一
九
六
三
年
）
。

④
景
山
春
樹
「
横
川
に
お
け
る
如
法
写
経
と
埋
経
」
（
門
考
古
学
雑
誌
隔
五
四
⊥
諜
、

　
一
九
六
九
年
）
。
保
坂
三
郎
「
比
叡
山
横
川
経
塚
」
（
『
経
塚
論
考
』
｝
九
七
　
年
）
。

　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
『
比
叡
山
横
川
経
塚
遣
物
整
理
調
査
報
告
』
一
九
七
九
年
。

⑤
　
石
田
茂
作
『
那
智
発
掘
仏
教
遺
物
の
研
究
』
一
九
二
七
年
。
矢
島
恭
介
「
熊
野

　
那
智
の
遺
物
と
金
経
門
縁
起
」
（
『
古
代
隔
三
九
・
四
〇
合
併
号
、
一
九
六
二
年
）
。

　
上
野
元
・
恩
三
郎
『
熊
野
新
筥
経
塚
の
研
究
隔
一
九
六
三
年
。
杉
山
洋
「
熊
野
三

　
山
の
経
塚
」
（
『
文
化
財
論
叢
』
　
一
九
八
　
二
年
）
。
東
京
国
立
博
物
館
『
那
智
奴
腿
塚

　
遺
漏
』
一
九
八
五
年
）
。

⑥
島
田
貞
彦
「
山
城
国
愛
宕
郡
花
背
出
土
の
経
塚
遺
物
に
就
い
て
」
（
『
考
古
学
雑

　
誌
㎞
　
一
七
1
一
一
、
一
九
二
七
年
）
。
同
「
山
城
国
花
背
発
見
の
経
塚
に
つ
い
て
」

　
（
隅
歴
史
と
地
理
』
二
一
1
　
、
　
九
二
八
年
）
。
佐
藤
虎
雄
「
花
背
村
の
経
塚
」
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（
『
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
隔
　
一
〇
、
一
九
二
九
年
）
。

⑦
田
沢
金
吾
門
鞍
馬
寺
経
塚
遺
宝
』
一
九
…
二
年
。
清
水
卓
夫
・
藪
田
嘉
一
郎
ほ

　
か
「
京
都
古
書
通
釈
　
四
、
鞍
馬
寺
銅
製
経
筒
」
（
『
史
蓬
と
美
術
観
一
三
－
四
、

　
～
九
四
二
年
）
。
前
掲
註
③
文
献
。
保
坂
三
郎
『
鞍
馬
寺
経
塚
選
物
㎞
一
九
七
一

　
年
。

⑧
高
橋
健
自
「
山
城
稲
荷
山
経
塚
及
発
掘
遺
物
に
就
き
て
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
ニ

　
一
八
、
［
九
～
二
年
）
。
岩
井
武
俊
「
凝
滞
稲
荷
由
経
塚
遺
物
の
研
究
」
（
『
考
古

　
学
雑
誌
」
二
一
八
、
一
九
＝
一
年
）
。

⑨
小
田
富
士
雄
「
九
州
の
経
塚
」
（
門
仏
教
芸
術
』
七
六
、
一
九
七
〇
年
）
。

⑩
小
田
富
士
雄
「
古
代
の
求
菩
提
山
と
そ
の
信
仰
」
（
鯛
北
九
州
市
立
歴
史
博
物
館

　
紀
要
』
　
～
、
～
九
七
九
年
）
。

⑪
杉
由
洋
「
四
王
寺
詣
経
筒
」
（
噌
M
U
S
E
U
M
』
四
～
三
、
一
九
八
五
年
）
。

⑫
杉
山
洋
『
浄
土
へ
の
祈
り
㎞
～
九
九
四
年
。
村
木
二
郎
「
九
州
の
経
塚
造
営
体

　
制
扁
（
『
古
文
化
談
叢
隔
四
〇
、
一
九
九
八
年
）
。

⑬
千
々
石
実
「
末
法
思
想
高
潮
の
誘
因
」
（
『
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
』
＝
、

　
一
九
六
〇
年
）
。
同
「
八
幡
信
仰
と
経
塚
の
発
生
」
（
『
日
本
仏
教
㎞
八
、
一
九
六

　
〇
年
）
。
同
「
初
期
経
塚
鎮
西
密
集
考
」
（
『
日
本
歴
史
考
古
学
論
叢
』
一
九
六
六

　
年
）
。
服
部
清
道
「
埋
経
の
源
流
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
七
三
、
一
九
六
二
年
）
。
藪

　
田
嘉
～
郎
『
経
塚
の
起
源
馳
　
一
九
七
六
年
。
坂
詰
秀
～
「
埋
経
の
源
流
」
（
『
歴
史

　
考
古
学
の
構
想
と
展
開
』
一
九
七
七
年
）
。
同
「
埋
経
の
源
流
を
め
ぐ
る
問
題
」

　
（
畷
古
代
学
論
叢
』
～
九
八
三
年
）
。
関
秀
夫
「
経
塚
起
源
論
」
（
四
論
争
・
学
説
日

　
本
の
考
古
学
㎞
六
　
歴
史
時
代
　
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

⑭
苗
木
義
昌
・
亀
田
修
一
咽
播
磨
江
ノ
上
経
塚
発
掘
調
査
報
告
書
』
｝
九
入
八
年
。

　
森
内
秀
造
「
兵
庫
県
に
お
け
る
同
形
態
経
筒
の
一
例
」
（
『
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

　
ニ
ュ
ー
ス
』
三
三
、
一
九
九
〇
年
）
。
同
「
経
筒
の
形
態
か
ら
み
た
兵
庫
県
の
経

　
塚
」
（
『
兵
庫
の
経
塚
』
　
一
九
九
二
年
）
。
中
村
弘
「
兵
庫
県
～
乗
寺
経
塚
と
そ
の

　
出
土
遺
物
」
（
『
考
古
学
雑
誌
㎞
七
七
－
四
、
一
九
九
二
年
）
。

⑮
前
掲
註
⑭
森
内
秀
造
一
九
九
二
年
文
献
。

⑱
吉
岡
康
暢
「
経
外
容
器
か
ら
み
た
初
期
中
世
陶
器
の
地
域
相
」
（
『
石
川
県
立
郷

　
土
資
料
館
紀
要
㎞
一
九
八
五
年
）
。

⑰
大
村
敬
通
・
水
口
富
夫
咽
魚
住
古
窯
跡
群
』
一
九
八
三
年
。
荻
野
繁
春
「
西
日

　
本
に
お
け
る
中
世
須
恵
器
系
陶
器
の
生
産
資
料
と
編
年
」
（
「
福
井
考
古
学
会
々

　
誌
』
　
二
、
一
九
八
五
年
）
。
丹
治
康
明
「
東
播
系
須
恵
器
に
つ
い
て
」
（
『
中
近
世

　
土
器
の
基
礎
研
究
』
一
九
八
五
年
）
。
森
田
稔
「
東
二
士
中
世
須
恵
器
生
産
の
成

　
立
と
展
開
」
（
『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
恥
三
、
一
九
八
六
年
）
。

⑱
赤
羽
・
中
野
編
年
と
し
て
中
野
晴
久
「
生
産
地
に
お
け
る
編
年
に
つ
い
て
」

　
（
永
原
慶
二
編
『
常
滑
焼
と
中
世
社
会
㎞
　
一
九
九
五
年
）
に
提
承
。

⑲
和
田
千
吉
「
経
塚
の
位
置
と
其
内
部
の
状
態
」
（
咽
考
古
学
雑
誌
』
二
一
八
、
一

　
九
＝
～
年
）
。
稲
垣
晋
也
「
経
塚
と
遺
物
」
（
明
経
塚
遺
宝
』
一
九
七
七
年
）
。
阿
刀

　
弘
史
「
北
部
九
州
に
お
け
る
初
期
経
塚
の
展
開
」
（
『
滋
賀
考
古
』
　
一
三
、
一
九
九

　
五
年
）
が
、
遺
構
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
。

⑳
前
掲
註
⑫
村
木
二
郎
文
献
。

（206）74

第
二
章
　
経
筒
の
型
式
分
類

近
畿
の
経
筒
は
九
州
の
経
筒
に
比
べ
明
確
な
特
微
を
見
い
だ
し
に
く
い
た
め
型
式
分
類
は
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
九
州
の
経
筒
と
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は
や
は
り
一
線
を
画
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
中
国
や
四
国
な
ど
の
在
地
的
な
経
筒
が
個
々
に
大
き
く
異
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
共
通
し
た
特
徴
が
見
い
だ
せ
な
い
の
に
対
し
、
近
畿
の
経
筒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
操
か
ら
数
群
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
近
畿
の
経
筒
の
型
式
分
類
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
近
畿
の
経
筒
は
そ
の
材
質
、
製
作
技
法
か
ら
、
銅
製
（
銅
鋳
製
、
銅
板
製
）
、
鉄
製
、
竹
製
、
須
恵
質
、
瓦
質
、
土
師
質
に
分
け
ら
れ
る
。
中

で
も
銅
製
、
特
に
銅
鋳
製
経
筒
が
最
も
多
く
、
型
式
分
類
も
銅
鋳
製
、
銅
板
製
の
二
者
に
限
っ
て
行
う
。
近
畿
の
銅
製
経
筒
は
九
州
の
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
違
い
、
筒
身
に
下
帯
等
の
装
飾
を
付
す
こ
と
は
な
く
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
底
板
に
鏡
を
転
用
す
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
、

筒
身
が
非
常
に
薄
く
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
（
一
）
　
銅
鋳
製
経
筒
の
型
式
分
類

　
銅
革
製
経
筒
の
分
類
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
馬
身
に
特
徴
が
見
い
だ
せ
な
い
以
上
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
蓋
部
で
あ
る
。
蓋
は
大
き
く
分

け
て
、
革
装
の
作
り
出
し
を
も
つ
も
の
と
も
た
な
い
も
の
に
分
か
れ
る
。
前
者
を
笠
蓋
、
後
者
を
黒
蓋
と
呼
ぶ
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
天
井
部
に
甲

盛
を
も
つ
が
、
そ
の
段
数
に
よ
っ
て
、
一
段
三
蓋
、
二
段
笠
蓋
、
三
段
笠
蓋
、
一
段
三
蓋
、
二
段
盛
蓋
、
三
段
盛
蓋
と
し
、
筒
身
の
ロ
径
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

味
し
て
型
式
を
設
定
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
命
一
段
笠
蓋
A
式
（
図
1
－
7
、
図
3
－
1
の
□
）
…
…
《
山
城
1
0
・
上
醍
醐
、
紀
伊
9
・
那
智
、
播
磨
8
・
二
黒
古
墳
、
播
磨
1
4
・
鳥
羽
（
二
点
）
、
摂

　
　
津
7
・
清
水
》

　
口
径
を
九
・
○
±
○
・
二
㎝
と
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
小
型
の
一
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
宝
珠
鉦
を
頂
く
も
の
で
、
無
台
の
宝
珠
で
は
あ
る
が

形
は
崩
れ
て
は
い
な
い
。
播
磨
周
辺
地
域
に
多
い
と
言
え
よ
う
。

　
禽
一
段
笠
蓋
B
式
（
図
1
1
1
0
、
図
3
1
1
の
□
）
…
－
《
山
城
1
・
花
背
別
所
1
号
，
同
3
号
、
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
山
城
1
3
・
鳩
ヶ
峰
、
紀
伊
9
・

　
　
那
智
、
播
磨
！
2
・
石
原
、
播
磨
1
8
・
山
王
、
播
磨
2
7
・
瀧
ノ
内
、
出
土
地
不
明
》

　
口
径
が
＝
・
○
㎝
以
上
の
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
播
磨
の
三
点
は
宝
珠
が
崩
れ
て
来
た
の
か
ソ
ロ
バ
ン
玉
上
の
相
輪
形
に
近
い
鉦
を
頂
く
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図1　近畿の経筒
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近畿の経塚（村木）

の
に
対
し
、
他
の
六
点
は
い
ず
れ
も
堂
々
た
る
大
き
な
台
付
宝
珠
鉦
を
も
つ
。
後
者
は
京
周
辺
に
多
く
見
ら
れ
、
京
の
貴
族
の
手
に
な
る
経
塚

で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
命
二
段
草
葺
式
（
図
1
1
1
1
、
図
3
1
1
の
あ
）
…
－
《
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
近
江
2
・
横
川
裏
山
撹
乱
、
紀
伊
2
・
粉
河
産
土
神
社
－
号
、
紀
伊
4
・

　
　
比
井
王
子
神
社
、
紀
伊
9
・
那
智
、
紀
伊
1
1
・
庵
主
池
2
号
》

　
口
径
は
　
○
・
四
～
＝
・
四
㎝
の
中
に
収
ま
る
法
量
の
ま
と
ま
っ
た
一
群
で
、
い
ず
れ
も
堂
々
た
る
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
経
筒
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

鉦
も
全
て
台
付
宝
珠
鉦
で
、
比
較
的
大
型
の
も
の
を
付
す
る
場
合
が
多
い
。
京
周
辺
、
紀
伊
に
見
ら
れ
る
経
筒
で
あ
る
。

命
三
段
笠
蓋
A
式
（
図
1
－
3
、
図
3
1
1
の
國
）
…
－
《
紀
伊
1
0
・
神
倉
山
2
号
撹
乱
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
4
号
、
播
磨
2
2
・
山
吹
山
（
三
点
）
、
播
磨

　
　
2
5
・
家
氏
、
但
馬
2
・
～
乗
寺
2
号
》

　
口
径
が
六
・
七
～
八
・
六
㎝
の
小
型
の
も
の
で
あ
る
。

　
命
三
段
笠
蓋
B
式
（
図
1
－
1
3
、
図
3
ー
エ
の
圏
）
…
…
《
播
磨
6
・
高
男
寺
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
－
号
、
播
磨
2
1
・
楽
々
山
》

　
口
径
が
　
一
・
五
～
一
二
・
七
㎝
の
大
型
の
も
の
で
あ
る
。

　
山
吹
山
の
一
点
を
除
き
、
A
、
B
式
と
も
に
筒
身
延
と
底
部
を
一
議
に
す
る
も
の
で
近
畿
の
中
で
は
技
法
的
に
異
な
っ
た
独
特
の
一
群
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
研
究
史
で
述
べ
た
通
り
、
近
畿
の
経
筒
の
中
で
型
式
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
唯
一
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
口
径
の
ま
と
ま
り
か
ら
本
稿
で

は
そ
れ
を
更
に
二
類
に
分
類
し
た
。
播
磨
地
域
で
製
作
さ
れ
た
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
命
一
段
盛
蓋
A
式
（
図
1
…
1
、
図
3
一
王
の
幽
）
…
－
《
丹
波
1
0
・
一
ノ
宮
、
丹
波
1
5
・
大
道
寺
、
丹
後
7
・
塚
ヶ
谷
、
丹
後
8
・
籠
神
社
、
丹
後

　
　
1
1
・
神
明
山
（
三
点
）
、
丹
後
1
7
・
西
明
寺
、
丹
後
1
8
・
栃
谷
、
丹
後
1
9
・
新
側
、
丹
後
2
0
・
汁
谷
、
丹
後
2
1
・
口
三
谷
（
二
点
）
、
但
馬
6
・
入
佐
山
、

　
　
但
馬
1
0
・
妙
楽
寺
D
号
、
但
馬
1
3
・
大
平
寺
、
但
馬
1
5
・
下
浜
》

　
口
径
が
七
二
篇
～
八
・
八
㎝
の
小
型
の
～
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
概
し
て
小
ぶ
り
の
鉦
を
頂
く
が
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
多
く
は

か
な
り
形
の
崩
れ
た
宝
不
用
で
、
ほ
と
ん
ど
棒
状
の
素
鉦
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
全
て
丹
後
周
辺
地
域
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
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命
【
段
塵
世
B
式
（
図
1
1
5
、
図
3
1
1
の
○
）
…
－
《
山
城
8
・
弁
天
島
撹
乱
、
紀
伊
1
1
・
庵
主
池
2
号
、
播
磨
2
2
・
山
吹
山
、
丹
後
4
・
日
吉
神

　
　
社
、
丹
後
5
・
大
虫
神
社
（
二
点
）
、
丹
後
8
・
籠
神
社
（
二
点
）
、
但
馬
7
・
田
多
占
2
号
、
出
土
地
不
明
（
二
点
）
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
口
径
が
九
・
七
～
　
○
・
七
㎝
に
ほ
ぼ
収
ま
る
一
群
で
あ
る
。
一
段
盛
蓋
A
式
に
比
べ
形
の
整
っ
た
宝
珠
鉦
を
備
え
る
も
の
で
、
台
付
宝
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

鉦
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
や
や
広
範
囲
に
分
布
す
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
や
は
り
丹
後
周
辺
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

　
命
二
段
盛
蓋
A
式
（
図
1
1
6
、
図
3
1
1
の
△
）
…
…
《
山
城
2
・
鞍
馬
寺
（
二
点
）
、
山
城
1
1
・
石
作
、
近
江
5
・
九
条
、
紀
伊
9
・
那
智
、
紀
伊

　
　
1
0
・
神
倉
山
2
号
撹
乱
、
摂
津
1
・
若
宮
八
幡
筥
、
摂
津
2
・
大
門
寺
（
二
点
）
、
丹
波
1
・
正
理
寺
、
丹
後
1
・
ニ
ノ
宮
、
丹
後
9
・
真
名
井
神
社
、
丹

　
　
後
1
0
・
上
野
、
但
馬
1
0
・
妙
楽
寺
D
号
》

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
口
径
は
九
・
○
～
一
〇
・
九
㎝
の
中
に
は
ぼ
収
ま
る
。
そ
の
口
径
か
ら
見
て
一
段
盛
蓋
B
式
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
、
事
実
共
通
点
は
多
い
。

い
ず
れ
も
形
の
整
っ
た
宝
珠
鉦
を
頂
い
て
お
り
、
台
付
宝
珠
鉦
も
あ
る
。
一
段
盛
蓋
B
式
に
比
し
て
京
周
辺
の
も
の
が
増
え
る
。

　
命
二
段
盛
蓋
B
式
（
図
－
1
9
、
図
3
i
1
の
△
）
…
－
《
山
城
6
・
清
水
寺
、
山
城
7
・
北
野
天
満
宮
、
伊
勢
6
・
朝
熊
山
3
1
A
号
、
播
磨
8
・
二

　
　
塚
古
墳
、
但
馬
7
・
田
多
地
1
号
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
口
径
は
一
二
・
○
～
＝
一
・
六
㎝
と
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
二
段
盛
蓋
A
式
ほ
ど
の
共
通
点
は
見
ら
れ
な
い
。
分
布
域
も
ま
と

ま
り
を
見
せ
な
い
。

　
壷
二
段
盛
蓋
C
式
（
図
1
1
1
2
、
図
3
…
1
の
△
）
－
－
－
《
山
城
9
・
稲
荷
山
、
山
城
1
2
・
善
峰
寺
、
近
江
2
・
横
川
如
法
塔
前
2
号
，
同
5
号
、
伊
賀

　
　
1
・
柴
原
山
》

　
口
径
が
一
四
・
○
～
｝
五
・
四
㎝
の
大
型
の
｝
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
堂
々
た
る
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
。
善
峰
寺
、
横
川
如
法
塔
前
の
三
点

は
台
付
宝
珠
鉦
を
も
つ
が
、
稲
荷
山
、
柴
原
山
の
二
点
は
鉦
を
頂
か
な
い
無
畜
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
善
峰
寺
、
稲
荷
山
、
横
川
如
法
塔
前
5

号
の
三
点
は
陽
鋳
で
天
井
中
央
に
圏
線
を
飾
っ
て
い
る
。
京
を
中
心
と
し
た
地
域
に
見
ら
れ
る
。

　
命
三
段
盛
蓋
式
（
図
1
1
2
）
…
…
《
播
磨
2
2
・
山
吹
山
、
但
馬
1
6
・
松
村
3
号
墳
》
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近畿の経塚（村木）

　
点
数
が
少
な
い
た
め
、
ひ
と
つ
の
型
式
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
保
留
す
る
。
口
径
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・
四
㎝
、
九
・
六
㎝
と
大
き
な
違
い
は

な
い
が
、
底
部
は
前
者
が
筒
身
と
一
鋳
、
後
者
が
入
底
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
地
点
も
思
い
合
わ
せ
る
と
、
前
者
は
三
段
翠
蓋
A
式
に
、

後
者
は
二
段
盛
蓋
A
式
に
そ
の
元
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
命
平
蓋
式
（
図
1
1
1
5
）
…
…
《
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
近
江
2
・
横
川
如
法
塔
前
3
号
，
同
4
号
、
近
江
4
・
比
叡
南
岳
3
号
、
大
和
3
・
金
峰
山
》

　
口
径
は
順
に
＝
一
・
七
㎝
、
一
五
・
二
㎝
、
一
五
・
八
㎝
、
＝
ハ
・
七
㎝
、
　
五
・
七
㎝
と
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
蓋
に
段
を
も
た
ず
、
鉦

も
頂
か
な
い
最
も
シ
ン
プ
ル
な
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
京
に
近
い
大
規
模
な
経
塚
群
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
か
ら
も
二
段

盛
蓋
C
式
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

　
銅
塵
界
経
筒
の
型
式
分
類
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
属
さ
な
い
も
の
も
特
に
京
周
辺
に
見
ら
れ
は
す
る
が
、
い
ず
れ
も
個
体
差
が
激
し
く

型
式
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
二
）
　
銅
板
製
経
筒
の
分
類

　
次
に
銅
板
製
経
筒
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
州
に
お
い
て
と
同
様
近
畿
で
も
銅
鋳
製
経
筒
に
比
べ
劣
勢
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
か
ら
二
種
類
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
敢
え
て
銅
板
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
。
鋳
造
で
は
表
現
で
き
な
い
細
か

な
装
飾
を
こ
ら
し
た
比
較
的
派
手
な
経
筒
群
を
指
す
。
銅
板
A
類
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
も
う
ひ
と
つ
は
必
ず
し
も
銅
板
で
作
る

必
要
の
な
い
も
の
で
、
銅
板
B
類
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
B
類
に
は
銅
鋳
製
の
あ
る
型
式
を
模
し
た
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

前
者
を
銅
板
B
a
類
、
後
者
を
銅
板
B
b
類
と
し
、
B
a
類
は
銅
鋳
製
の
各
型
式
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
う
。

　
禽
▼
銅
板
A
類
（
図
1
1
1
4
）
…
…
《
近
江
4
・
比
叡
南
岳
2
号
、
紀
伊
8
・
熊
野
本
宮
、
播
磨
1
0
・
宮
林
、
丹
波
1
7
・
今
西
中
、
丹
後
2
・
油
江
、
丹
後

　
　
3
・
河
原
山
、
丹
後
8
・
籠
神
社
、
丹
後
9
・
真
名
井
神
社
、
丹
後
1
1
・
神
明
山
、
丹
後
1
4
・
山
の
神
1
号
》

　
非
常
に
手
の
込
ん
だ
作
り
で
、
銅
鋳
製
の
経
筒
と
は
自
ず
か
ら
受
け
る
印
象
が
違
う
。

　
命
銅
板
B
a
類
（
図
1
1
8
）
…
－
《
播
磨
2
・
石
礫
寺
、
播
磨
1
5
・
栗
田
（
三
点
）
、
播
磨
2
4
・
愛
宕
山
（
二
点
）
、
丹
波
1
2
・
私
市
円
山
、
丹
後
8
・
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籠
神
社
、
但
馬
9
・
比
曽
寺
（
二
点
）
》

　
A
類
と
は
異
な
り
、
銅
鋳
製
の
経
筒
に
似
た
印
象
を
受
け
る
。

　
石
峯
寺
は
銅
板
を
打
ち
出
し
て
大
型
の
素
鉦
を
冠
し
て
は
い
る
が
、
三
段
の
笠
蓋
を
表
現
し
て
お
り
、
三
段
笠
雲
A
式
の
影
響
が
窺
え
る
。

栗
田
の
三
点
は
蓋
の
黒
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
八
葉
形
を
な
し
て
い
る
が
、
天
井
部
に
わ
ざ
わ
ざ
三
段
の
甲
盛
を
作
り
出
し
て
い
る
。
口
径
も

ふ
ま
え
三
段
笠
蓋
A
式
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
宕
山
の
二
点
は
二
段
の
笠
置
に
別
鋳
の
宝
珠
鉦
を
取
り
付
け
て
い
る
。
や
や
小
さ
い
た

め
二
段
落
蓋
式
と
い
う
よ
り
は
一
段
翠
蓋
A
式
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
出
土
地
も
思
い
合
わ
せ
る
と
後
者
を
模
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

私
市
円
山
は
銅
板
で
別
作
り
に
し
た
大
型
の
宝
珠
鉦
を
も
つ
も
の
で
、
一
段
盛
蓋
B
式
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
籠
神
社
は
筒
身
に
阿
弥
陀

如
来
の
仏
画
を
貼
り
付
け
た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
素
鉦
を
付
し
た
そ
の
形
は
一
段
盛
蓋
A
式
を
模
し
て
い
る
。
比
曽
寺
の
二
点
は
一
段
の

盛
蓋
で
、
小
ぶ
り
の
シ
ン
プ
ル
な
別
書
の
宝
珠
鉦
を
取
り
付
け
て
い
る
。
一
段
盛
蓋
B
式
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
命
銅
板
B
b
類
（
図
1
－
4
）
・
…
：
《
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
近
江
6
・
鈴
鹿
山
、
和
泉
1
・
棋
尾
山
A
号
、
大
和
1
・
春
日
山
、
紀
伊
6
・
高
尾
山
1
号
，

　
　
同
3
号
、
伊
勢
2
・
漆
、
丹
波
8
・
藤
山
4
号
》

　
最
も
シ
ン
プ
ル
な
形
の
経
筒
で
、
敢
え
て
平
蓋
式
を
模
し
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。

　
藤
山
4
号
は
、
筒
身
と
蓋
と
を
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
に
溶
岩
上
端
に
別
作
り
の
舌
を
付
し
、
切
り
込
み
を
入
れ
た
蓋
端
部
に
そ
れ
を
差
し
込

み
固
定
す
る
と
い
う
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
技
法
は
銅
板
A
類
に
分
類
し
た
厳
粛
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
で
両
経
筒
の
関
係
を
窺
わ
し
め

る
。

①
正
し
く
は
青
銅
製
で
あ
る
が
、
銅
製
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
お
り
そ
れ
に
従
う
。

②
筒
身
に
突
帯
を
巡
ら
す
有
節
経
筒
は
九
州
の
経
筒
に
特
有
の
も
の
で
、
近
畿
で

　
は
花
背
別
所
5
号
経
筒
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

③
筒
身
の
口
径
は
内
部
に
納
め
ら
れ
る
経
巻
の
量
を
反
映
す
る
も
の
で
、
本
質
的

　
な
意
味
を
も
つ
。
一
般
に
経
筒
は
時
代
と
共
に
細
く
な
っ
て
行
く
が
、
こ
れ
は
納

　
め
ら
れ
る
経
巻
の
種
類
、
部
数
が
減
少
し
て
行
く
こ
と
と
関
連
が
あ
る
。
ち
な
み

　
に
九
州
で
は
多
部
の
経
巻
を
納
め
る
際
に
一
巻
に
巻
直
す
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る

　
た
め
、
近
畿
の
経
筒
に
比
べ
細
い
も
の
が
多
い
。

④
《
番
号
・
経
塚
名
》
で
表
す
。
番
号
は
図
5
、
表
の
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。

⑤
鞍
馬
寺
経
筒
は
、
筒
型
の
み
銅
板
で
作
る
が
、
腸
胃
、
蓮
台
座
を
別
要
し
た
大
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型
の
豪
華
な
も
の
で
、
必
ず
し
も
銅
板
製
と
は
言
い
が
た
く
、
こ
の
型
式
に
属
さ

　
せ
た
。

⑥
特
に
鞍
馬
寺
と
粉
河
産
土
神
社
ユ
号
の
経
筒
に
は
京
の
中
流
貴
族
で
あ
る
清
原

　
信
俊
が
願
主
と
し
て
こ
の
経
塚
造
営
に
参
画
し
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他

　
の
も
の
も
そ
の
出
土
地
よ
り
考
え
る
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
経
筒
は
京
の
貴
族
が
好

　
ん
で
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
播
磨
地
方
特
有
の
こ
れ
ら
の
経
筒
の
申
に
一
点
だ
け
熊
野
新
宮
神
倉
山
の
経
筒

　
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
播
磨
の
経
筒
が
神
倉
山
へ
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
、
熊

　
野
の
経
塚
群
が
各
地
か
ら
の
奉
埋
墓
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
追
認
す

　
る
。
熊
竪
の
経
塚
の
奉
戴
納
の
様
子
は
前
掲
第
一
宝
冠
⑤
杉
山
洋
文
献
に
詳
し
い
。

⑧
出
土
地
不
明
の
一
点
が
＝
丁
二
㎝
と
や
や
離
れ
た
口
径
を
も
つ
。
他
の
属
性

　
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
共
通
し
て
い
る
た
め
報
じ
型
式
と
し
て
扱
う
こ
と

　
に
す
る
。

⑨
こ
れ
ら
一
段
式
蓋
式
は
天
井
部
に
明
確
な
段
を
も
た
な
い
も
の
全
て
を
含
ん
で

　
お
り
、
必
ず
し
も
甲
盛
を
も
た
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
（
一
段
盛
蓋
B
式
の
籠
神

　
祉
経
筒
二
点
）
。
盛
蓋
の
名
を
冠
す
る
以
上
こ
れ
ら
を
含
め
て
し
ま
う
の
は
不
適

　
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
若
干
の
甲
盛
を
も
つ
も
の
な
ど
と
明
確
な
　
線
を

　
画
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
属
性
等
の
よ
り
密
接
な
関
係
を
重
視
し
て
ひ
と
つ

　
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

⑩
や
や
離
れ
て
七
・
○
㎝
、
八
・
五
㎝
、
八
・
六
㎝
の
も
の
が
存
在
す
る
。
後
二

　
者
は
こ
の
一
群
に
含
め
て
も
よ
い
が
、
前
者
は
や
や
離
れ
過
ぎ
て
お
り
時
期
差
も

　
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
段
白
鯨
A
式
と
し
て
区
別
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

⑪
宝
珠
錨
、
台
付
宝
珠
銀
以
外
に
、
銅
板
を
環
状
に
巻
き
付
け
た
環
状
鍬
と
で
も

　
呼
ぶ
べ
き
変
わ
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
（
田
聖
地
1
号
経
筒
）
。
ま
た
底
の
形
式

　
も
銅
板
を
は
め
込
む
入
底
と
い
う
～
般
的
な
も
の
が
多
い
と
は
言
え
、
外
側
に
被

　
せ
る
被
底
の
も
の
も
一
点
あ
る
（
朝
熊
山
3
－
A
号
経
筒
）
。

第
三
章
　
経
筒
外
容
器
の
分
類

近畿の経塚（村木）

　
経
筒
外
容
器
は
埋
無
目
的
に
作
ら
れ
た
専
用
品
と
、
日
常
生
活
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
壼
や
甕
を
転
用
し
た
転
用
品
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の

種
類
を
挙
げ
て
み
る
と
、
専
用
品
に
は
大
き
く
分
け
て
土
師
質
円
筒
、
興
国
円
筒
、
主
に
東
播
系
と
考
え
ら
れ
る
須
恵
質
円
筒
、
猿
投
や
常
滑
、

渥
美
と
い
っ
た
東
海
系
の
陶
質
円
筒
、
若
干
数
の
石
製
容
器
が
、
転
用
品
に
は
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
東
卓
筆
須
恵
器
や
、
東

海
系
陶
器
の
壼
、
甕
が
あ
る
。
専
用
品
は
必
ず
し
も
内
部
に
経
筒
を
納
め
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
直
接
経
巻
を
納
入
し
、
経
筒
と
し
て
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
確
実
に
外
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
に
つ
き
土
師
質
円
筒
外
容
器
な
ど
と
呼
び
、
そ
う

で
な
い
も
の
に
関
し
て
は
単
に
土
師
質
円
筒
な
ど
と
呼
ぶ
。
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1．土師質円筒・栃谷　2，瓦質円筒・猪田神社1号　3．須恵質円筒・滝ノ奥

＝

｝

6．同・朝熊山3－A号

　O　20cm

　二：二

4．東海系出田三筋文円筒・　5．東海四二質無文円筒

　弁天島撹乱　　　　　　　　善峰寺

pa　2　近畿の外容器

（一

j
　
専
用
外
容
器

命
土
師
質
円
筒
（
図
2
1
1
、
図
3
1
2
の

　
鱈
）
…
…
《
山
城
1
・
花
背
別
所
2
号
，
同

　
5
号
外
容
器
、
山
城
1
1
・
石
作
（
三
点
）
、

　
近
江
2
・
横
川
裏
山
B
1
3
号
～
5
号
、
紀

　
伊
5
・
熊
岡
（
二
点
）
、
伊
勢
2
・
漆
（
四

　
点
）
、
伊
勢
6
・
朝
熊
山
9
1
E
号
，
同
1
0

　
1
A
号
，
同
1
0
1
H
号
，
同
1
6
1
A
号
、
播

　
磨
3
・
北
別
僧
、
播
磨
4
・
萩
原
、
播
磨

　
5
・
伽
耶
院
B
号
（
七
点
）
、
播
磨
7
・
王

　
子
神
社
外
容
器
、
播
磨
9
・
王
塚
古
墳
、
播

　
磨
1
1
・
福
地
、
播
磨
1
5
・
栗
田
外
容
器
（
三

　
点
）
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
3
号
、
播
磨
2
0
・

　
甲
山
、
播
磨
2
2
・
山
吹
山
外
容
器
（
四

　
点
）
、
播
磨
2
3
・
開
祖
山
、
摂
津
6
・
下
深

　
田
、
摂
津
7
・
清
水
外
容
器
、
丹
波
4
・
西

　
山
北
（
二
点
）
、
丹
波
7
・
立
石
、
丹
波

　
8
・
藤
山
2
号
、
丹
波
9
・
篠
神
社
（
二

　
点
）
、
丹
波
1
7
・
今
西
中
外
容
器
、
丹
後
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近畿の経塚（村木）

　
　
1
・
ニ
ノ
宮
、
丹
後
3
・
河
原
山
外
容
器
、
丹
後
5
・
大
儲
神
社
、
丹
後
8
・
籠
神
社
、
丹
後
1
2
・
海
士
（
二
点
）
、
丹
後
1
3
・
蔵
谷
（
三
点
）
、
丹

　
　
後
1
4
・
山
の
神
2
号
（
七
点
）
、
丹
後
1
5
：
水
墨
、
丹
後
1
6
・
権
現
山
2
号
，
同
3
号
（
二
点
）
，
同
4
号
、
丹
後
1
7
・
西
明
寺
、
丹
後
1
8
・
栃
谷
外

　
　
容
器
、
丹
後
1
9
・
新
側
外
容
器
、
但
馬
2
・
一
乗
寺
1
号
，
同
2
号
外
容
器
、
但
馬
5
・
畑
森
、
但
馬
7
・
田
多
地
3
号
、
但
馬
8
・
馬
場
ヶ
先
古
墳

　
　
（
五
点
）
》

　
土
師
質
円
筒
は
近
畿
全
域
に
わ
た
っ
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
丹
後
周
辺
地
域
に
お
い
て
密
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
概
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

粘
土
紐
の
痕
跡
を
明
瞭
に
残
す
粗
製
品
で
あ
り
、
蓋
を
伴
う
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
蓋
に
は
宝
珠
を
か
た
ど
っ
た
鉦
が
付
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
形
は
か
な
り
崩
れ
て
い
る
。

　
命
題
質
円
筒
（
図
2
－
2
）
－
－
－
《
山
城
8
、
弁
天
島
1
0
号
，
岡
1
2
号
、
山
城
1
2
・
善
峰
寺
、
近
江
2
・
横
川
如
法
年
前
5
号
外
容
器
，
岡
五
輪
塔
下
，
同

　
　
裏
山
B
1
6
号
，
同
B
－
7
号
，
同
D
1
2
号
，
同
撹
乱
、
紀
伊
6
・
高
尾
山
概
乱
、
紀
伊
1
0
・
神
倉
山
1
号
撹
乱
（
三
点
）
，
岡
2
号
撹
乱
、
伊
賀
2
・

　
　
猪
田
神
社
－
号
，
同
事
理
，
同
撹
乱
（
1
1
点
）
、
伊
勢
2
・
漆
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
2
号
、
丹
波
1
・
正
釈
寺
、
丹
波
1
0
・
一
ノ
宮
外
容
器
（
二
点
）
、
丹

　
　
後
1
ニ
フ
宮
（
二
点
）
》

　
瓦
質
円
筒
も
近
畿
全
域
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
土
師
質
円
筒
に
比
べ
る
と
作
り
は
丁
寧
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
全
体
的
に
粗
製
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
磯
須
恵
質
円
筒
（
図
2
1
3
、
図
3
1
2
の
國
）
…
…
《
山
城
1
・
花
背
別
所
6
号
、
播
磨
1
・
北
坊
、
播
磨
7
・
王
子
神
社
経
筒
、
播
磨
8
・
二
塚
古

　
　
墳
（
二
点
、
内
一
点
は
外
容
器
）
、
播
磨
1
3
・
円
満
寺
、
播
磨
1
7
・
西
田
原
、
播
磨
1
9
・
宮
山
A
号
，
同
B
号
、
摂
津
4
・
滝
ノ
奥
、
摂
津
6
・
下
深
田
、

　
　
丹
波
2
・
平
石
山
、
丹
波
3
・
上
板
井
、
丹
波
6
・
小
野
原
住
吉
、
丹
波
1
3
・
稲
葉
山
外
容
器
、
丹
波
1
4
・
高
田
山
1
号
外
容
器
（
二
点
）
，
同
2
号
》

　
須
恵
質
円
筒
は
堅
く
焼
き
締
め
ら
れ
た
も
の
で
、
播
磨
地
域
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
分
布
域
か
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
は
東

播
系
の
窯
で
焼
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
の
三
種
は
専
用
品
と
は
言
え
概
し
て
調
整
も
粗
く
、
個
体
差
の
大
き
い
粗
製
品
で
あ
る
こ
と
が
蓄
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
東
海
系
陶
質
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円
筒
は
非
常
に
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
命
東
海
系
譜
質
三
筋
文
門
筒
（
図
2
1
4
、
図
3
1
2
の
○
）
…
－
《
山
城
－
・
花
背
別
所
6
号
、
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
山
城
6
・
清
水
寺
、
山
城
8
・

　
　
弁
天
島
撹
乱
、
山
城
1
1
・
石
作
（
二
点
、
内
一
点
は
外
容
器
）
、
山
城
1
4
・
笠
置
寺
、
近
江
2
・
横
川
裏
山
A
号
，
同
C
1
1
号
，
同
C
1
2
号
，
同
D
1

　
　
1
号
、
和
泉
1
・
横
尾
山
2
号
、
紀
伊
2
・
粉
河
産
土
神
社
1
号
外
容
器
》

　
東
海
系
円
筒
の
中
で
も
、
よ
り
丁
寧
な
作
り
を
も
つ
一
群
に
三
筋
文
円
筒
が
あ
る
。
猿
投
軒
並
趾
群
東
山
六
一
号
窯
と
一
〇
五
号
窯
か
ら
出

　
　
　
　
⑧

土
し
て
い
る
。
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
胴
部
に
三
段
の
二
重
沈
線
を
巡
ら
す
も
の
で
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
上
段
、
下
段
の
沈
線
が
中
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

寄
っ
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
口
縁
部
も
は
じ
め
は
明
瞭
な
く
び
れ
を
な
し
蓋
受
を
形
成
し
て
い
た
が
次
第
に
消
滅
し
て
行
き
、
胴
部
も
や

や
膨
ら
む
傾
向
が
あ
る
。
蓋
は
大
型
の
宝
珠
に
擬
し
た
鉦
を
頂
き
、
そ
れ
を
巡
っ
て
沈
下
が
二
本
引
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
二
世
紀

初
頭
か
ら
中
頃
ま
で
見
ら
れ
、
猿
投
以
外
に
渥
美
で
も
焼
か
れ
た
。

　
命
東
海
系
陶
質
無
文
円
筒
（
図
2
－
5
・
6
、
図
3
1
2
の
○
）
…
－
《
山
城
－
・
花
背
別
所
－
号
外
容
器
、
山
城
2
・
鞍
馬
寺
、
山
城
3
・
修
学
院
－

　
　
号
，
同
2
号
、
山
城
5
・
東
山
松
原
、
山
城
9
・
稲
荷
山
（
二
点
、
内
一
点
は
外
容
器
）
、
山
城
1
1
・
石
作
外
容
器
、
山
城
1
2
・
善
言
寺
（
三
点
）
、
山
城

　
　
1
4
・
笠
置
寺
、
近
江
1
・
打
見
山
、
近
江
2
・
横
川
裏
由
B
1
1
号
，
同
撹
乱
、
近
江
4
・
比
叡
南
岱
1
号
、
近
江
5
・
九
条
、
和
泉
1
・
櫃
尾
山
A
号
、

　
　
大
和
1
・
春
日
山
、
紀
伊
3
・
高
野
山
奥
院
外
容
器
、
紀
伊
8
・
能
…
野
本
宮
外
容
器
、
紀
伊
1
0
・
神
倉
山
1
号
撹
乱
，
嗣
2
1
9
号
，
同
2
1
h
号
，
同

　
　
2
1
i
号
，
同
3
号
、
紀
伊
1
2
・
如
法
堂
3
号
（
二
点
）
，
同
4
号
，
同
6
号
，
伊
賀
2
・
猪
田
神
社
撹
乱
、
伊
勢
1
・
青
山
、
伊
勢
2
・
漆
（
七
点
）
、

　
　
俳
勢
3
・
丁
塚
、
伊
勢
填
・
豆
石
山
、
伊
勢
5
・
世
義
寺
、
伊
勢
6
・
朝
朝
…
山
1
号
，
同
3
1
A
号
外
容
器
，
同
3
1
B
号
外
容
器
，
同
4
号
，
同
5
号
，

　
　
同
7
1
B
号
，
同
8
1
A
号
外
容
器
，
同
8
1
B
号
，
同
9
1
A
号
，
同
9
1
B
号
，
同
9
－
D
号
，
同
1
0
1
A
号
，
同
1
0
1
C
号
，
同
1
0
1
E
号
，
同

　
　
1
0
－
G
号
，
同
1
0
1
1
号
，
同
1
4
号
，
同
1
5
号
経
筒
，
同
1
6
－
C
号
，
同
1
6
1
E
号
，
同
1
8
1
A
号
》

　
特
に
渥
美
で
は
無
文
円
筒
が
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
三
筋
文
円
筒
も
含
め
て
、
経
塚
造
営
に
果
た
し
た
役
舗
は
大
き
い
。
中
で
も
渥
美
半
島

を
支
配
下
に
お
い
て
い
た
伊
勢
神
宮
神
官
に
よ
り
営
ま
れ
た
朝
熊
山
経
塚
群
か
ら
は
大
量
の
渥
美
産
無
文
円
筒
が
出
土
し
て
い
る
。
粘
土
紐
痕
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近畿の経塚（村木）

を
と
ど
め
る
も
の
も
あ
る
が
、
全
面
に
丁
寧
な
調
整
を
施
し
た
こ
れ
ら
の
円
筒
は
、
他
の
経
塚
か
ら
も
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
て
お
り
、
紀
年
の

判
る
朝
熊
山
出
土
品
（
＝
五
六
年
5
号
、
　
一
五
九
年
3
1
A
号
外
容
器
、
一
一
六
九
年
3
1
B
号
外
容
器
、
＝
七
三
年
1
号
）
を
手
掛
か
り
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
程
度
の
年
代
が
推
定
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
東
海
系
円
筒
は
渥
美
半
島
の
対
岸
に
あ
た
る
伊
勢
に
重
点
的
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
京
周
辺
の
経
塚
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
播

磨
や
丹
後
周
辺
地
域
に
は
一
点
も
見
ら
れ
な
い
の
は
顕
著
な
差
で
あ
る
。

　
命
石
製
容
器
…
…
《
山
城
4
・
浄
土
寺
、
近
江
2
・
横
川
如
法
面
前
6
号
，
同
裏
山
D
1
3
号
、
和
泉
1
・
棋
尾
山
1
号
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
石
製
容
器
は
計
四
点
と
非
常
に
少
な
く
、
九
州
で
滑
石
製
経
筒
・
外
容
器
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
転
用
外
容
器

　
転
用
品
の
壼
・
甕
は
、
中
世
土
器
研
究
の
著
し
い
進
展
に
伴
い
編
年
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
元
に
紀
年
銘
の
な
い
経
塚
も
大
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

年
代
が
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
東
播
系
須
恵
器
は
荻
野
繁
春
氏
の
、
常
滑
の
甕
は
赤
羽
一
郎
・
中
野
晴
久
両
氏
の
編
年
研
究
を

参
考
に
す
る
。

　
a
　
須
恵
器
甕
（
図
3
…
2
の
盒
）

　
禽
v
東
播
系
甕
…
…
《
紀
伊
1
・
大
藪
、
紀
伊
6
・
高
尾
山
2
号
、
播
磨
6
・
高
男
寺
、
播
磨
1
4
・
鳥
羽
、
播
磨
1
5
・
栗
田
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
1
号
，
同
4

　
　
号
、
播
磨
2
7
・
瀧
ノ
内
、
摂
津
8
二
一
本
松
古
墳
、
丹
波
1
・
正
筆
寺
（
二
点
）
、
丹
波
6
・
小
野
原
住
吉
、
丹
波
9
・
篠
神
社
（
二
点
）
、
丹
波
1
5
・
大

　
　
道
寺
、
但
馬
2
・
一
乗
寺
3
号
、
憬
馬
3
・
新
宮
山
1
号
、
但
馬
4
・
清
滝
神
宮
（
二
点
）
、
但
馬
6
・
入
佐
山
、
但
馬
1
0
・
妙
楽
寺
D
号
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
次
の
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
皿
期
（
＝
一
世
紀
中
葉
）
：
高
尾
山
2
号
、
高
男
寺
、
新
宮
山
1
号
、
入
佐
山

　
W
期
（
一
二
肚
紀
後
葉
）
：
栗
田
、
江
ノ
上
1
号
、
瀧
ノ
内
、
大
道
寺
、
一
乗
寺
3
号
、
清
滝
神
宮

　
V
期
（
＝
一
世
紀
末
～
～
三
世
紀
中
葉
）
：
大
藪
、
江
ノ
上
4
号
、
篠
神
社
、
妙
楽
寺
D
号
（
粉
河
産
土
神
社
2
号
）
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命
そ
の
他
の
須
恵
器
甕
…
：
《
山
城
8
・
弁
天
島
3
号
、
播
磨
1
・
北
嶺
、
播
磨
2
5
・
家
氏
、
摂
津
3
・
鉢
塚
、
丹
波
2
・
平
石
山
、
丹
波
8
・
藤
山
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
号
、
丹
後
1
0
・
上
野
、
丹
後
1
4
・
山
の
神
2
号
（
二
点
）
、
但
馬
1
3
・
大
平
寺
》

播
磨
、
丹
後
周
辺
地
域
に
よ
り
密
な
分
布
を
見
せ
る
こ
と
が
判
る
。

b
．
東
海
系
壼
・
甕
（
図
3
1
2
の
△
）

禽
▼
常
滑
甕
…
…
《
山
城
1
・
花
背
別
所
3
号
，
同
4
号
、
山
城
7
・
北
野
天
満
宮
、
山
城
8
・
弁
天
島
撹
乱
、
山
城
1
4
・
笠
置
寺
、
近
江
2
・
横
川
裏
山
B

　
－
8
号
、
紀
伊
2
・
粉
河
産
土
神
社
2
号
，
同
3
号
、
紀
伊
婆
・
比
井
王
子
神
社
、
紀
伊
6
・
高
尾
山
1
号
，
同
3
号
、
紀
伊
7
・
仮
庵
山
2
号
，
同
3

　
号
、
伊
賀
2
・
猪
田
神
社
撹
乱
、
伊
勢
6
・
朝
熊
山
1
5
号
、
摂
津
1
・
若
宮
八
幡
宮
、
摂
津
2
・
大
門
寺
、
丹
後
7
・
塚
ヶ
谷
、
但
馬
1
2
・
野
上
》

こ
の
う
ち
年
代
の
窺
え
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
b
期
（
＝
三
〇
～
五
〇
）
：
花
背
別
所
4
号
、
弁
天
島
撹
乱
、
高
尾
山
1
号
，
同
3
号
、
朝
熊
山
1
5
号

2
期
（
＝
五
〇
～
七
五
）
：
花
背
別
所
3
号
、
北
野
天
満
宮
、
笠
置
寺
、
横
川
裏
山
B
－
8
号
、
比
井
王
子
神
社
、
猪
田
神
社
撹
乱
、
若
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
罵
呂
、
大
門
寺
、
塚
ケ
谷
、
野
上

2
～
3
期
（
＝
五
〇
～
九
〇
）
：
仮
庵
山
2
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

命
そ
の
他
の
東
海
系
壼
・
甕
…
－
《
近
江
2
・
横
川
裏
山
B
1
2
号
、
紀
伊
1
0
・
神
倉
山
2
1
b
号
，
同
2
1
c
号
、
紀
伊
1
1
・
庵
主
池
2
号
、
紀
伊

　
1
2
・
如
法
堂
5
号
（
二
点
）
、
伊
賀
2
・
猪
田
神
社
H
号
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

京
を
中
心
に
広
く
分
布
す
る
が
、
丹
後
周
辺
地
域
に
二
点
、
播
磨
周
辺
に
は
皆
無
と
須
恵
器
甕
と
は
対
照
的
な
分
布
を
示
す
。

①
杉
原
和
雄
氏
は
「
京
都
府
北
部
出
土
の
土
師
製
筒
形
容
器
と
そ
の
伴
出
品
偏
　
　
②
蓋
を
伴
わ
な
い
場
合
も
、
伏
せ
て
経
筒
に
被
せ
て
用
い
た
場
合
は
ま
れ
で
、
お

　
（
『
史
想
』
一
九
、
～
九
八
一
年
）
、
「
経
塚
遺
構
と
野
墓
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
　
　
　
　
　
そ
ら
く
蓋
は
欠
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
集
』
一
、
一
九
八
七
年
）
、
「
経
塚
ど
墳
墓
」
（
囲
考
古
学
雑
誌
』
七
四
－
四
、
一
九
八
九
　

③
王
子
神
社
須
恵
質
円
筒
は
更
に
土
師
質
円
筒
外
容
器
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
経

　
年
）
と
｝
連
の
論
考
の
中
で
、
土
師
質
円
筒
を
親
心
器
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
　
　
　
　
筒
と
し
て
の
使
用
が
判
る
例
で
あ
る
。

　
～
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
経
塚
遺
物
と
し
て
扱
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
　
④
検
崎
彰
一
「
初
期
中
世
陶
に
お
け
る
三
筋
文
の
系
譜
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
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近畿の経塚（村木）

　
研
究
論
集
㎏
史
学
二
五
、
～
九
七
八
年
）
。

⑤
　
前
掲
註
④
文
献
。

⑥
最
近
発
掘
調
査
の
行
わ
れ
た
伊
勢
・
蓮
台
寺
滝
ノ
ロ
経
塚
群
か
ら
も
渥
美
産
無

　
文
円
筒
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
中
に
朝
熊
由
5
号
円
筒
と
同
じ
筆
跡
の
保
元
元

　
年
（
＝
五
六
）
銘
の
も
の
が
あ
る
。

⑦
石
材
の
差
と
い
う
理
由
が
最
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
豊
富
な

　
焼
き
物
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

⑧
近
畿
の
経
塚
に
見
ら
れ
る
最
も
多
い
転
用
品
の
外
容
器
は
東
晶
系
の
須
恵
器
艶

　
と
、
円
滑
の
甕
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
世
土
器
研
究
の
中
で
最
も
進
展
を
見
せ
て

　
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
東
播
系
須
恵
器
に
つ
い
て
は
神
出
、
魚
住
古
窯
趾

　
出
土
の
豊
富
な
資
料
を
用
い
て
立
て
ら
れ
て
来
た
研
究
を
ふ
ま
え
た
荻
野
繁
春
氏

　
の
編
年
研
究
の
成
果
を
参
考
に
す
る
（
前
掲
第
一
章
註
⑰
荻
野
繁
春
文
献
）
。
氏

　
は
～
～
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
ま
で
を
片
口
鉢
を
も
と
に
六
期
に
分
け
て

　
編
年
し
て
い
る
が
、
当
該
期
の
も
の
は
、
皿
期
（
一
二
世
紀
中
葉
）
、
W
期
（
一

　
二
世
紀
後
葉
）
、
V
期
（
＝
～
世
紀
末
一
一
三
世
紀
中
葉
）
に
し
ぼ
ら
れ
る
。

⑨
常
滑
の
甕
に
つ
い
て
は
長
年
の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
し
て
一
九
九
五
年
に
開

　
か
れ
た
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
常
滑
焼
を
お
っ
て
」
で
提
示
さ
れ
た
、
赤
羽

　
一
郎
・
中
野
晴
久
両
氏
に
よ
る
生
産
地
編
年
を
参
考
に
す
る
（
前
掲
第
一
章
註
⑱

　
文
献
）
。
甕
、
広
口
壼
、
康
茶
碗
に
蓋
づ
き
一
二
世
紀
か
ら
一
六
琶
紀
ま
で
を
～

　
四
期
に
分
け
て
い
る
。
当
該
期
は
甕
の
生
産
が
始
ま
る
ユ
b
期
（
一
＝
二
〇
～
～

　
一
五
〇
年
）
か
ら
2
期
（
一
一
五
〇
～
一
一
七
五
）
、
3
期
目
一
～
七
五
～
一
　

　
九
〇
）
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

⑩
大
道
寺
外
容
器
の
聾
は
皿
期
に
当
た
る
が
、
蓋
に
用
い
ら
れ
た
片
口
鉢
が
W
期

　
の
も
の
で
あ
る
た
め
W
期
に
位
置
付
け
る
。
こ
の
ほ
か
粉
河
産
土
神
社
2
号
経
塚

　
か
ら
は
2
期
の
常
滑
国
外
容
器
の
蓋
と
し
て
用
い
た
V
期
の
東
播
系
片
口
鉢
が
出

　
土
し
て
お
り
、
V
期
に
位
置
付
け
る
。

⑪
　
大
平
寺
経
塚
で
は
珠
洲
焼
の
甕
が
外
容
器
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
珠
洲
焼
の
甕

　
は
北
陸
を
中
心
に
日
本
海
側
の
東
北
地
方
一
帯
で
経
筒
外
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ

　
る
最
も
｝
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
西
日
本
で
は
非
常
に
珍
し
く
こ
れ
一
点
の
み

　
で
あ
る
。
吉
岡
康
暢
氏
の
編
年
に
よ
り
　
二
世
紀
末
か
ら
＝
二
世
紀
初
頭
に
位
置

　
付
け
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
第
　
章
註
⑯
文
献
）
。

⑫
横
川
裏
山
B
－
2
号
か
ら
は
猿
投
の
四
聖
壼
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
～
二
世

　
紀
初
頭
の
猿
投
折
戸
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
第
～
章
註

　
④
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
献
）
。

⑬
神
甲
山
2
…
b
号
、
猪
田
神
社
H
号
か
ら
は
常
滑
三
筋
壼
が
出
土
し
て
い
る
。

　
楢
崎
彰
一
氏
の
編
年
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
　
世
紀
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半
期

　
に
位
置
付
け
ら
れ
る
（
前
掲
註
④
文
献
）
。

⑭
庵
主
池
2
号
か
ら
は
渥
美
の
甕
が
、
如
法
堂
5
号
か
ら
は
渥
美
の
壺
が
出
土
し

　
て
い
る
。
後
者
は
楡
崎
氏
に
よ
り
一
二
世
紀
第
婆
四
半
期
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

　
る
蓬
弁
文
壼
で
あ
る
（
前
掲
註
④
文
献
）
。

⑮
　
他
に
外
容
器
に
用
い
ら
れ
た
も
の
に
、
丹
後
2
・
油
江
経
塚
に
曲
物
を
転
用
し

　
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
破
損
し
て
い
た
も
の
の
、
経
筒
の
蓋
の
上
や
周

　
囲
に
破
片
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
外
容
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
ま
ず

　
間
違
い
な
い
例
で
あ
る
（
梅
原
末
治
「
神
崎
村
油
江
ノ
経
塚
」
『
京
都
府
史
蹟
勝

　
地
調
査
会
報
告
㎞
六
、
一
九
二
五
年
）
。
山
城
8
・
弁
天
島
経
塚
群
か
ら
も
曲
物

　
の
破
片
が
見
つ
か
っ
て
お
り
（
小
檜
山
一
良
「
広
隆
寺
旧
境
内
・
弁
天
島
経
塚

　
群
」
『
京
都
嵯
峨
野
の
遺
跡
』
一
九
九
七
年
）
、
他
の
経
塚
で
も
同
様
の
も
の
が
あ

　
つ
た
可
能
性
は
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
近
江
2
・
横
川
如
法
豊
前
1
号
経
塚
に
は
上

　
東
門
院
彰
子
の
金
銅
無
記
筥
を
納
め
た
銅
盤
が
あ
る
（
前
掲
第
一
章
註
④
滋
賀
県

　
教
育
委
員
会
文
献
）
。
現
在
判
っ
て
い
る
中
で
は
、
藤
原
道
長
の
経
塚
に
次
い
で

　
古
い
埋
異
例
で
、
経
塚
起
源
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と

　
思
わ
れ
る
、
外
容
器
の
中
で
も
屈
指
の
遺
物
で
あ
る
。
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第
四
章
　
経
塚
に
よ
る
地
域
区
分

　
近
畿
の
経
塚
は
こ
れ
ま
で
漠
然
と
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
経
筒
の
型
式
分
類
、
外
容
器
の
種
類
に
よ

っ
て
三
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
「
京
の
経
塚
」
、
「
播
州
の
経
塚
」
、
「
三
丹
の
経
塚
」
と
名
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
経

塚
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
（
図
3
）
。

　
（
｝
）
　
京
（
み
や
こ
）
の
経
塚

　
ま
ず
「
京
の
経
塚
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
近
畿
の
経
塚
と
雷
え
ば
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
平
安
京
の
貴
族
に
よ
る
華
や
か
な
経
塚

が
多
数
造
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
平
安
京
を
中
心
に
、
山
城
、
近
江
、
大
和
、
河
内
、
和
泉
、
紀
伊
、
伊
賀
、
伊
勢
、
丹
波
南
東
部
、
摂
津
東

部
を
そ
の
範
囲
と
す
る
。

　
多
様
で
豪
華
な
副
納
品
を
有
し
、
全
体
的
に
大
型
で
種
類
も
豊
富
な
経
筒
を
使
用
し
て
い
る
が
、
二
段
盛
蓋
式
（
図
3
－
1
の
△
）
、
二
段
笠

蓋
式
（
図
3
1
1
の
盒
）
が
特
に
こ
の
地
域
特
有
の
経
筒
と
言
え
る
。
外
容
器
も
様
々
な
焼
き
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
東
海
系
（
図
3
－
2

の
○
・
△
）
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
東
海
系
の
専
用
品
は
後
に
述
べ
る
播
州
、
三
賀
の
経
塚
に
は
な
く
、
近
畿
の
中
で
も
顕
著
な
差
が
現
れ

て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
経
塚
は
紀
年
銘
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
一
〇
〇
七
年
金
峰
山
経
塚
～
　
二
八
九
年
浄
土
寺
経
塚
ま
で
三
百
年
近
い
期
間
に
わ
た

る
が
、
特
に
一
二
世
紀
の
百
年
間
に
盛
ん
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。
外
容
器
に
用
い
ら
れ
た
常
滑
や
東
播
系
甕
な
ど
の
年
代
も
こ
の
事
を
更

に
裏
付
け
て
お
り
、
京
の
経
塚
は
一
二
世
紀
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。

　
京
の
経
塚
は
平
安
京
を
中
心
に
熊
野
に
至
る
南
方
へ
と
よ
り
密
な
分
布
を
見
る
。
熊
野
三
山
の
経
塚
か
ら
は
様
々
な
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
経
筒
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
熊
野
詣
で
が
爆
発
的
な
流
行
を
見
た
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
、
様
々
な
地
域
の
人
々
が
経
筒
を
奉

埋
面
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
基
本
的
に
願
主
や
勧
進
僧
の
地
元
に
造
ら
れ
る
一
般
的
な
経
塚
と
は
異
な
る
。
た
だ
熊
野
か
ら
出
土
す
る
経
筒
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の
大
半
は
や
は
り
京
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
主
と
し
て
京
の
貴
族
達
を
願
主
と
し
た
経
塚
と
し
て
京
の
経
塚
の
仲

間
に
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
紀
伊
に
見
ら
れ
る
他
の
経
塚
も
経
論
の
型
式
が
全
く
平
安
京
周
辺
と
同
じ
様
相
を
示
し
て
い
る
。
粉
河
産
土
神

　
　
　
　
②

社
ユ
号
経
塚
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
は
や
は
り
京
の
貴
族
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
勢
の
経
塚
は
伊
勢
神

宮
の
神
官
層
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
渥
美
半
島
か
ら
の
経
筒
、
外
容
器
が
主
流
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
京
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
③

塚
と
し
て
扱
っ
て
お
く
。

　
（
二
）
　
播
州
の
経
塚

　
次
に
「
播
州
の
経
塚
」
を
見
る
。
こ
れ
は
播
磨
を
中
心
に
、
摂
津
西
部
・
丹
波
南
部
一
帯
を
分
布
圏
と
す
る
。

　
京
の
経
筒
に
比
べ
や
や
小
型
の
き
ら
い
が
あ
る
も
の
の
、
三
段
笠
蓋
式
（
図
3
－
－
の
瞳
）
の
よ
う
な
独
自
の
経
筒
な
ど
笠
歯
式
の
経
筒
を

主
と
し
て
用
い
る
。
外
容
器
に
は
地
元
東
播
系
の
窯
で
焼
か
れ
た
甕
を
転
用
し
た
も
の
（
図
3
－
2
の
《
）
や
専
用
品
で
あ
る
須
恵
質
円
筒
（
図

3
1
2
の
國
）
を
、
土
師
質
円
筒
（
図
3
1
2
の
爾
）
と
共
に
多
く
使
用
し
て
お
り
、
特
に
須
恵
質
円
筒
は
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

専
用
品
の
中
に
は
直
接
経
巻
を
納
め
て
経
筒
と
し
て
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
東
海
系
は
専
用
品
、
転
用
品
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
＝
四
四
年
極
楽
寺
瓦
経
塚
が
最
も
古
い
紀
年
銘
を
も
つ
も
の
で
、
京
の
経
塚
に
比
べ
随
分
遅
い
。
紙
本
経
を
埋
墓
す
る
一
般
的
な
紀
年
銘

経
塚
は
、
　
一
四
九
年
福
地
経
塚
、
＝
五
三
年
高
男
寺
経
塚
、
一
一
七
四
年
石
原
経
塚
、
そ
れ
に
一
二
七
一
年
有
馬
温
泉
寺
経
塚
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
の
経
塚
は
　
二
世
紀
半
ば
を
中
心
に
展
開
し
、
京
を
中
心
と
し
た
経
塚
の
流
れ
に
包
括
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
来
た
。
し
か
し
東
回
系
須
恵
器
編
年
に
よ
り
一
二
世
紀
後
半
以
降
に
栗
田
、
江
ノ
上
1
号
、
瀧
ノ
内
経
塚
が
、
～
二
世
紀
末
～
＝
二
世
紀

中
頃
以
降
に
江
ノ
上
4
号
経
塚
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
東
前
室
須
恵
器
編
年
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
最
も
特
微
的
な
経
筒
型
式
で
あ
る
三
段
笠
歯
式
が
高
男
寺
、
楽
々
山
の
同
形

　
　
⑥

態
経
筒
に
始
ま
り
、
江
ノ
上
1
号
か
ら
同
4
号
経
筒
へ
、
B
式
↓
A
式
へ
と
変
化
し
て
行
く
様
子
が
た
ど
れ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
下
に
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
栗
田
経
筒
も
含
め
、
｝
二
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
特
徴
的
な
経
筒
に
一
段
悪
血
式
が
あ
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る
。
A
式
を
出
土
し
た
鳥
羽
経
塚
の
東
金
系
権
外
容
器
は
再
追
納
さ
れ
確
認
で
き
な
い
が
、
伴
出
し
た
和
鏡
に
厚
縁
式
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お

り
、
鎌
倉
時
代
に
か
か
る
経
塚
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
原
経
筒
か
ら
鳥
羽
経
筒
へ
、
B
式
か
ら
よ
り
規
格
性
の
高
い
A
式
へ

の
変
化
が
た
ど
れ
、
こ
れ
ら
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
愛
宕
山
経
筒
も
含
め
、
同
じ
く
一
二
世
紀
後
半
か
ら
末
期
に
な
る
に
つ
れ

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
＝
一
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
ま
す
ま
す
こ
の
地
域
の
経

塚
が
隆
盛
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　
（
三
）
　
三
丹
の
経
塚

　
最
後
に
「
三
丹
の
経
塚
」
を
見
る
。
こ
れ
は
宮
津
湾
、
久
美
浜
湾
を
中
心
と
し
、
丹
波
北
部
、
丹
後
、
但
馬
の
三
丹
地
域
を
舞
台
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
全
体
的
に
副
納
品
は
乏
し
く
和
鏡
以
外
に
は
少
な
い
。
経
筒
も
あ
ま
り
華
や
か
な
も
の
は
な
く
小
型
で
、
特
に
一
段
輪
軸
式
（
図
3
1
1
の

幽
・
○
）
が
多
く
、
一
段
盛
蓋
A
式
は
三
丹
特
有
の
経
筒
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
播
州
の
経
塚
が
笠
蓋
式
を
多
用
す
る
の
に
対
し
、
当
石
式
が
多

　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
程
度
技
術
的
に
同
系
列
下
に
置
き
得
る
銅
板
A
類
の
一
群
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
の
も
の
と
は
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

的
に
派
手
な
装
飾
を
も
つ
。
鉄
製
経
筒
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
点
数
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
地
域
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
外
容
器

に
は
専
用
品
で
は
主
と
し
て
土
師
質
円
筒
（
図
3
1
2
の
幽
）
が
用
い
ら
れ
、
須
恵
質
円
筒
が
使
用
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
東
海
系
の
も
の

は
見
ら
れ
な
い
。
転
用
品
で
は
東
理
系
を
中
心
と
し
た
須
恵
質
の
甕
が
多
く
、
東
海
系
の
も
の
は
少
な
い
。

　
三
極
の
経
塚
で
紀
年
銘
を
も
つ
も
の
は
＝
七
〇
年
山
の
神
1
号
経
塚
、
＝
八
八
年
籠
神
社
経
塚
、
＝
八
九
年
真
名
井
神
社
経
塚
、
一

二
二
五
年
ニ
ノ
宮
神
社
経
塚
だ
け
で
あ
る
。
播
州
の
経
塚
同
様
ほ
ぼ
一
二
世
紀
内
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
近
畿
の
経
塚
と
し
て
京
の

経
塚
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
来
た
。
し
か
し
既
に
見
た
よ
う
に
経
筒
、
外
容
器
に
よ
っ
て
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
ほ
か
、
時
期
的
に
も
や

は
り
京
の
経
塚
と
異
な
る
こ
と
が
判
る
。
東
播
系
須
恵
器
編
年
な
ど
に
よ
り
、
＝
一
世
紀
申
頃
以
降
に
新
宮
山
1
号
、
入
佐
山
経
塚
、
＝
　
世

紀
第
3
四
半
期
以
降
に
塚
ヶ
谷
、
野
上
経
塚
が
、
一
二
世
紀
後
半
以
降
に
大
道
寺
、
清
滝
神
宮
経
塚
、
＝
一
世
紀
末
～
＝
二
世
紀
中
頃
以
降
に

篠
神
社
、
妙
楽
寺
D
号
経
塚
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
大
平
寺
経
塚
は
一
二
世
紀
末
～
；
笹
紀
初
頭
以
降
に
な
り
、
西
明
寺
経
塚
は
厚
縁
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和
鏡
を
出
土
す
る
こ
と
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
下
が
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
山
の
神
1
号
経
塚
の
銅
板
A
類
は
籠
神
社
経
塚
の
銅
板
A
類
と
ほ
ぼ
同
様
の
火
炎
宝
珠
鉦
を
も
つ
経
筒
で
あ
り
、
あ
る
い
は
同
一
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
の
手
に
よ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
前
者
は
こ
の
地
域
で
最
も
古
い
紀
年
銘
を
も
つ
ほ
か
に
長
文
の
願
文
を
刻
ん
で
お
り
、
都
の
官
人
が
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

主
と
な
り
、
都
の
銅
細
工
が
製
作
し
た
経
筒
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
最
古
の
経
塚
は
平
安
京
の
貴
族
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

籠
神
社
経
塚
か
ら
は
次
に
古
い
銘
を
も
つ
一
段
盛
蓋
B
式
が
出
土
し
、
一
段
白
馬
A
式
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
籠
神
社
の
境
外
摂
社
で
あ
る
真

名
井
神
社
経
塚
の
銅
板
A
類
経
筒
は
、
河
原
山
、
神
明
山
経
筒
と
同
形
態
で
あ
る
が
、
神
明
山
経
塚
か
ら
は
籠
神
社
と
同
形
態
の
～
輔
導
蓋
A

式
も
出
土
し
て
お
り
、
丹
後
一
の
筥
で
あ
る
籠
神
社
の
経
塚
を
中
心
に
三
山
の
経
塚
造
営
が
当
初
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
三
士
の
銅
板
A

類
は
こ
れ
で
ほ
ぼ
出
揃
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
華
や
か
で
手
の
込
ん
だ
経
筒
は
都
の
工
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
以
後
三
丹

で
経
塚
造
営
が
活
発
に
な
る
と
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
在
地
で
作
ら
れ
た
一
段
盛
蓋
式
が
主
流
と
な
っ
て
作
ら
れ
続
け
て
行
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
入
佐
山
、
塚
ヶ
谷
経
塚
の
外
容
器
が
や
や
早
い
時
期
を
見
せ
る
が
、
大
道
寺
、
大
平
寺
、
西
明
寺
、
妙
楽
寺
D
号
経
塚
は
一
二
世
紀
後

半
か
ら
一
三
世
紀
に
入
っ
て
築
か
れ
た
経
塚
で
、
い
ず
れ
も
一
段
盛
蓋
A
式
を
金
納
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
よ
っ
て
一
段

盛
蓋
A
式
を
も
っ
て
最
も
経
塚
造
営
の
盛
ん
な
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
三
丹
の
経
塚
は
、
＝
一
世
紀
終
わ
り
か
ら
＝
二
世
紀
に
か
け

て
い
よ
い
よ
広
ま
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
ま
た
、
一
乗
寺
2
号
経
塚
に
三
段
笠
蓋
A
式
が
一
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
経
筒
は
播
州
の
経
塚
に
最
も
特
徴
的
な
経
筒
で

一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
に
入
る
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
乗
寺
経
塚
は
南
但
馬
に
あ
り
播
州
の
経
塚
圏
と
境
を
接
す
る
。
　
二

世
紀
後
半
か
ら
次
第
に
隆
盛
に
向
か
っ
た
播
州
の
経
塚
が
こ
の
頃
に
は
周
辺
地
域
に
波
及
し
て
来
て
お
り
、
播
州
地
域
か
ら
三
期
地
域
へ
経
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
搬
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
播
州
地
域
で
も
見
ら
れ
る
。
三
段
笠
蓋
A
式
を
三
点
出
土
し
て
い
る
山
吹
山
経
塚
に
一
段
下

士
B
式
一
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
型
式
は
三
丹
の
経
塚
に
特
有
の
も
の
で
、
少
な
く
と
も
播
州
の
経
塚
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
一
二
世

紀
末
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
三
期
の
経
塚
も
隆
盛
に
つ
れ
そ
の
分
布
圏
を
広
げ
て
行
き
、
三
丹
地
域
か
ら
播
州
地
域
へ
経
筒
が
搬
入
さ
れ
た
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と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
三
地
域
に
分
け
て
近
畿
の
経
塚
を
眺
め
て
来
た
。
こ
れ
ま
で
漠
然
と
、
近
畿
の
経
塚
は
一
二
世
紀
代
を
通
じ
て
盛
ん
に
造
営
さ
れ
て
お

り
、
様
々
な
経
筒
が
様
々
な
外
容
器
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
主
と
し
て
京
の
経
塚
を
指
し
て
い
る
も
の
で
、
一

二
世
紀
半
ば
頃
か
ら
播
州
の
経
塚
が
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
三
丹
の
経
塚
が
独
自
の
経
筒
型
式
、
外
容
器
を
も
っ
て
造
ら
れ
出
し
、
＝
二
世
紀
に

入
っ
て
も
ま
す
ま
す
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
近
畿
の
経
塚
の
三
地
域
区
分
を
提
唱
す
る
。

近畿の経塚（村木）

①
銘
文
な
ど
よ
り
東
日
本
か
ら
搬
入
さ
れ
た
こ
と
の
判
る
も
の
も
あ
る
。
前
掲
第

　
一
章
註
⑤
杉
山
洋
文
献
に
詳
し
い
。

②
京
の
中
流
貴
族
で
あ
る
清
原
信
俊
が
願
主
で
あ
る
。

③
こ
れ
に
関
し
て
は
東
海
地
方
の
経
塚
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
将
来
別
の
グ
ル
ー
プ

　
と
し
て
京
の
経
塚
か
ら
分
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

④
確
実
な
例
は
王
子
神
社
円
筒
経
筒
だ
け
で
あ
る
が
他
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑤
和
田
千
吉
「
播
磨
の
瓦
経
及
願
文
考
」
（
『
考
古
界
』
～
1
～
，
二
、
～
九
〇
一

　
年
）
。
矢
島
恭
介
「
播
磨
極
楽
寺
の
瓦
経
資
料
」
（
『
古
代
』
二
五
・
二
六
合
併
号
、

　
一
九
五
七
年
）
。
安
藤
孝
一
「
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
塚
の
研
究
」
『
東
京
国
立
博
物
館

　
紀
要
』
一
山
二
、
　
一
九
九
七
年
）
な
ど
多
数
。

⑥
「
同
一
型
式
の
経
筒
の
中
で
も
形
態
や
作
り
が
特
に
著
し
い
類
似
を
示
す
も
の

　
を
指
し
て
」
お
り
「
千
思
や
デ
ザ
イ
ン
ま
で
が
酷
似
し
て
い
る
」
、
「
同
籠
も
し
く

　
は
同
型
の
概
念
に
近
い
も
の
」
を
指
す
。
杉
山
両
氏
が
定
義
し
た
言
葉
で
あ
る

　
（
「
同
形
態
経
筒
に
つ
い
て
」
『
古
代
文
化
㎞
三
五
－
三
、
一
九
八
三
年
）
。
澗
経

　
筒
に
関
し
て
は
前
掲
第
一
章
註
⑭
森
内
秀
造
一
九
九
〇
年
文
献
に
詳
し
い
。

⑦
鏡
背
に
阿
弥
陀
仏
な
ど
の
線
刻
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

⑧
兵
庫
県
内
の
経
塚
に
関
し
て
は
前
掲
第
一
章
註
⑭
森
内
秀
造
一
九
九
二
年
文
献

　
で
指
摘
し
て
い
る
。

⑨
兵
庫
県
内
の
経
塚
に
閲
し
て
は
前
掲
第
一
章
註
⑭
森
内
秀
造
一
九
九
二
年
文
献

　
で
指
摘
し
て
い
る
。

⑩
南
光
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
／
南
光
平
等
大
会
～
乗
妙
法
蓮
華
経
／
南
禿
当

　
来
導
師
弥
勒
慈
尊
／
釈
迦
末
法
代
於
南
閥
浮
尊
大
日
本
国
山
陰
／
道
丹
後
国
管
熊

　
野
郡
佐
野
郷
大
治
村
円
頓
寺
／
如
法
妙
法
蓮
華
経
一
部
十
巻
奉
書
写
畢
／
嘉
応
二

　
年
庚
寅
九
月
廿
日
丁
酉
鋳
師
伴
薬
包
／
願
主
散
位
従
五
位
下
大
江
朝
臣
忠
氏
／
女

　
施
主
橘
氏
井
子
息
等
。

⑪
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
資
料
館
『
山
陰
の
仏
教
考
古
』
　
九
七
六
年
。

⑫
こ
の
地
域
の
経
塚
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
構
造
に
横
口
式
土
竈
が
あ
る
。
土
坑

　
を
掘
り
く
ぼ
め
て
中
に
石
室
を
築
く
際
、
土
坑
側
壁
を
更
に
横
穴
状
に
掘
り
進
み
、

　
そ
の
中
に
石
室
を
築
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
横
口
式
石
室
を
も
つ
も
の

　
に
、
丹
波
！
2
・
私
市
円
山
、
丹
波
1
4
・
高
田
山
2
号
、
丹
後
1
6
・
権
現
山
1
号
～

　
4
号
、
但
馬
2
・
一
乗
寺
－
号
，
2
号
、
但
馬
7
・
田
多
地
1
号
～
3
号
が
あ
り
、

　
こ
の
地
域
に
の
み
見
ら
れ
る
埋
納
法
で
あ
る
。
一
乗
奪
2
号
経
塚
は
播
磨
地
域
の

　
経
筒
を
用
い
、
丹
後
地
域
の
構
造
を
も
つ
経
塚
に
埋
納
さ
れ
た
、
両
地
域
折
衷
の

　
経
塚
と
言
え
、
こ
の
時
期
の
こ
の
場
所
を
象
徴
し
て
い
る
。
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第
五
章
　
埋
納
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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経
塚
は
、
本
来
法
華
経
そ
の
他
の
経
巻
を
弥
勒
下
生
の
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
ま
で
伝
え
る
と
い
う
着
想
の
下
に
造
ら
れ
た
。
そ
の
た
め

経
巻
を
納
め
た
経
筒
を
、
更
に
外
容
器
や
石
室
で
保
護
し
、
除
湿
の
た
め
に
木
炭
を
詰
め
る
。
ま
た
、
護
法
の
利
器
と
し
て
刀
や
鏡
を
配
置
し
、

厳
重
に
地
下
に
納
め
る
。
こ
う
い
つ
た
作
法
は
次
第
に
整
え
ら
れ
て
行
っ
た
と
見
え
、
一
二
三
六
年
に
宗
快
が
撰
述
し
た
『
如
法
経
車
塵
作

法
隠
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
副
弓
造
の
一
々
や
石
室
の
細
か
な
構
造
ま
で
見
て
行
く
と
様
々
で
、
～
定
の
パ
タ
ー
ン
を
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
外
容
器
と
石
室
の
有
無
に
限
定
し
て
経
塚
の
埋
納
法
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
外
容
器
は
経
筒
を
保
護
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
経
筒
が
直
接
石
室
あ
る
い
は
土
坑
に
埋
納
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
外
容
器
を
専
用

品
と
転
用
品
に
分
け
て
、
経
筒
、
外
容
器
、
石
室
の
三
者
の
関
係
を
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
命
専
用
外
用
器
一
王
室
式
…
・
：
《
山
城
1
・
花
背
別
所
1
号
（
一
笠
B
）
，
同
5
号
、
山
城
9
・
稲
荷
山
（
二
盛
C
）
、
伊
勢
6
・
朝
熊
山
3
1
B
号
，
同

　
　
8
1
A
号
、
播
磨
7
・
王
子
神
社
（
須
恵
）
、
丹
波
1
3
・
稲
葉
山
（
鉄
）
、
丹
波
1
4
・
高
田
山
1
号
（
竹
）
、
丹
波
1
7
・
今
西
中
（
銅
板
A
）
、
丹
後
3
・
河

　
　
原
山
（
銅
板
A
）
、
丹
後
1
9
・
薪
側
（
一
盛
A
）
、
但
馬
2
・
一
乗
寺
2
号
（
三
笠
A
）
》

　
命
専
用
外
容
器
一
無
室
式
…
…
《
山
城
4
・
浄
土
寺
、
近
江
2
・
横
川
如
法
群
言
1
号
（
経
筥
）
、
紀
伊
2
・
粉
河
産
土
神
社
1
号
（
二
笠
）
、
紀
伊
3
・

　
　
高
野
山
奥
院
、
摂
津
7
・
清
水
（
一
笠
A
）
、
丹
後
1
8
・
栃
谷
（
｝
盛
A
）
》

　
磯
転
用
外
容
器
一
章
室
式
…
－
《
山
城
1
・
花
背
別
所
3
号
（
一
笠
B
）
、
紀
伊
4
・
比
井
王
子
神
社
（
二
相
）
、
紀
伊
6
・
高
尾
山
1
号
（
銅
板
B
b
）
、

　
　
無
学
7
・
仮
庵
山
2
号
（
銅
板
）
、
紀
伊
1
1
・
庵
主
池
2
号
（
二
笠
、
一
盛
B
）
、
伊
勢
6
・
朝
熊
山
1
5
号
（
陶
）
、
播
磨
1
6
・
江
ノ
上
1
号
（
三
笠
B
）
，

　
　
同
4
号
（
三
笠
A
）
、
播
磨
2
5
・
家
氏
（
三
笠
A
）
、
丹
波
1
5
・
大
道
寺
（
一
盛
A
）
、
丹
後
2
・
油
江
（
銅
板
A
）
、
但
馬
6
・
入
佐
山
（
一
盛
A
）
、
但
馬

　
　
1
2
・
野
上
（
鉄
）
》

　
命
転
用
外
容
器
i
無
室
式
…
…
《
山
城
7
・
北
野
天
満
宮
（
年
盛
B
）
、
紀
伊
1
・
大
藪
（
瓦
）
、
紀
伊
2
・
粉
河
産
土
神
社
2
号
（
瓦
）
、
紀
伊
6
・
高
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尾
山
3
号
（
銅
板
B
b
）
、
播
磨
2
7
・
瀧
ノ
内
（
一
笠
B
）
、
摂
津
8
・
二
本
松
古
墳
（
銅
板
）
、
丹
後
7
・
塚
ヶ
谷
（
｝
盛
A
）
》

　
命
直
納
－
有
型
式
…
－
《
山
城
1
・
花
背
別
所
7
号
、
山
城
1
3
・
鳩
ヶ
峰
（
一
笠
B
）
、
近
江
4
・
比
叡
南
岳
3
号
（
平
）
、
大
和
2
・
河
合
寺
、
紀
伊

　
　
1
0
・
神
倉
山
2
1
d
号
、
紀
伊
1
2
・
如
法
堂
2
号
、
播
磨
！
8
・
山
王
（
　
笠
B
）
、
播
磨
1
9
・
宮
山
C
号
（
鉄
）
、
播
磨
2
1
・
楽
々
山
（
三
笠
B
）
、
播
磨

　
　
2
4
・
愛
宕
山
（
銅
板
B
a
式
・
一
笠
A
）
、
丹
波
8
・
藤
山
4
号
（
銅
板
B
b
）
、
丹
波
1
1
・
殿
山
、
丹
波
1
2
・
私
帯
円
山
（
銅
板
B
a
・
一
盛
B
）
、
丹
後

　
　
1
1
・
神
明
山
（
～
盛
A
、
銅
板
A
）
、
丹
後
1
6
・
権
現
山
1
号
（
鉄
）
、
但
馬
1
・
谷
ノ
上
、
但
馬
3
・
薪
宮
山
2
号
、
但
馬
7
・
田
田
地
1
号
（
二
盛
B
）
，

　
　
同
2
号
（
　
盛
B
）
、
但
馬
1
0
・
妙
楽
寺
A
号
（
鉄
）
，
同
B
号
，
同
C
号
（
鉄
）
、
但
馬
1
1
・
金
山
（
鉄
）
、
恒
馬
1
6
・
松
村
3
号
墳
（
三
盛
）
、
但
馬
1
7
・

　
　
松
村
4
号
墳
》

　
命
直
納
一
妻
室
式
…
…
《
山
城
8
・
弁
天
島
2
号
（
経
筥
）
、
近
江
2
・
横
川
如
法
塔
前
2
号
（
二
軍
C
）
，
同
3
号
（
平
）
，
同
4
号
（
平
）
、
近
江
4
・

　
　
比
叡
南
岳
2
号
（
銅
板
A
）
》

　
九
州
の
経
塚
に
は
比
較
的
副
納
品
が
少
な
い
の
で
、
外
容
器
も
石
室
も
経
筒
を
保
護
す
る
機
能
で
共
通
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
あ
れ

ば
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
場
合
外
容
器
と
石
室
の
両
方
を
も
つ
こ
と
は
な
い
が
、
近
畿
の
経
塚
に
関
し
て
は
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
も
そ
の
よ
う
な
関
係
は
成
り
立
た
な
い
。
近
畿
で
は
和
鏡
を
主
と
し
て
豊
審
な
副
納
品
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
外
容
器
は
経
筒
を
保
護
す

る
も
の
で
あ
り
、
石
室
は
副
納
品
を
も
保
護
す
る
も
の
と
し
て
両
立
し
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
六
通
り
全
て
が
満
遍
な
く

見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
京
の
経
塚
に
特
有
の
経
筒
型
式
で
あ
る
二
段
盛
蓋
C
式
を
も
つ
経
塚
の
遺
構
が
三
件
判
っ
て
い
る
が
、
稲
荷
山
経
塚
は
専
用
外
容
器
一
有
室

式
、
北
野
天
満
宮
経
塚
は
転
用
外
容
器
－
無
室
式
、
横
川
如
法
誓
言
2
号
経
塚
は
直
納
一
密
室
式
と
な
ん
ら
共
通
性
は
見
ら
れ
な
い
。

　
播
州
の
経
塚
に
特
有
の
三
段
笠
置
式
を
も
つ
経
塚
を
見
る
と
、
同
形
態
経
筒
の
関
係
に
あ
る
高
男
寺
経
塚
と
楽
々
山
経
塚
で
は
、
前
者
が
遺

構
は
判
ら
な
い
も
の
の
東
群
系
酒
外
容
器
を
用
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
外
容
器
を
使
わ
ず
直
接
瓦
葺
の
室
に
納
め
る
。
他
の
三
段
笠
蓋
式
を

用
い
る
経
塚
も
、
江
ノ
上
1
号
、
同
4
号
、
家
氏
経
塚
は
転
用
外
容
器
－
有
轟
轟
、
山
吹
山
、
栗
田
経
塚
で
は
専
用
外
用
器
を
用
い
て
い
る
。
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一
段
笠
蓋
式
で
も
、
山
王
、
愛
宕
山
経
塚
が
直
納
－
有
講
式
、
鳥
羽
経
塚
は
転
用
外
容
器
を
用
い
て
お
り
、
瀧
ノ
内
経
塚
は
転
用
外
容
器
－
無

室
式
、
清
水
経
塚
は
専
用
外
容
器
－
無
謬
式
と
経
筒
・
外
容
器
・
遺
構
の
関
係
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

　
三
丹
の
経
塚
は
ほ
と
ん
ど
が
石
室
を
備
え
て
い
る
が
、
外
容
器
を
も
つ
も
の
と
も
た
な
い
も
の
の
数
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
同
形
態
経
筒
を
も

つ
経
塚
で
は
河
原
山
経
塚
と
神
明
山
経
塚
が
あ
る
が
、
前
者
が
土
師
質
円
筒
に
納
め
る
の
に
対
し
後
者
は
外
容
器
を
も
た
な
い
。
三
冠
の
経
塚
特

有
の
～
段
盛
蓋
A
式
を
も
つ
経
塚
で
は
新
側
経
塚
が
専
用
外
容
器
一
面
室
式
、
栃
谷
経
塚
が
専
用
外
容
器
一
膳
罰
盃
、
大
道
寺
経
塚
が
転
用
外

容
器
一
三
室
式
、
塚
ヶ
谷
経
塚
が
転
用
外
容
器
－
無
室
式
、
神
明
山
経
塚
が
直
納
一
壷
室
式
と
全
く
バ
ラ
バ
ラ
の
様
相
を
見
せ
る
。

　
以
上
、
近
畿
の
経
塚
に
は
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
経
筒
型
式
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
共
有
す
る
経
塚
の
問
に
外
容
器
・
遺
構
と
の
一

定
し
た
セ
ッ
ト
関
係
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

　
①
（
）
内
に
経
筒
の
型
式
・
分
類
を
記
す
。
一
笠
A
：
一
段
笠
蓋
A
式
、
一
笠
　

陶
：
東
海
系
陶
質
無
文
円
筒
、
経
筥
：
銅
製
論
拠
。
銅
板
B
a
式
の
後
に
は
模
倣

　
　
B
：
一
段
笠
蓋
B
式
、
二
笠
：
二
段
笠
蓋
式
、
三
笠
A
・
∴
二
段
笠
蓋
A
式
、
三
笠
　
　
　
　
　
し
た
経
筒
の
型
式
を
記
す
。

　
　
B
：
三
段
黒
蓋
B
式
、
一
盛
A
：
一
段
盛
蓋
A
式
、
一
盛
B
：
一
段
無
蓋
B
式
、
　
　
②
近
畿
の
経
塚
で
は
和
鏡
は
副
納
品
と
し
て
納
め
る
が
、
九
州
の
経
塚
で
は
経
筒

　
　
二
恩
B
：
二
段
盛
蓋
B
式
、
二
盛
C
：
二
段
盛
蓋
C
式
、
三
盛
：
三
段
盛
蓋
式
、
　
　
　
　
　
の
壁
板
の
代
わ
り
に
和
書
を
転
用
し
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
経
塚

　
　
平
：
平
蓋
式
、
鉄
：
鉄
製
、
竹
：
竹
製
、
須
恵
：
須
恵
質
円
筒
、
瓦
：
瓦
質
円
筒
、
　
　
　
　
に
お
け
る
和
田
の
役
割
が
近
畿
と
九
州
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

結

甑口口

96 （228）

　
末
法
思
想
が
根
を
張
る
時
代
、
経
塚
は
浄
土
へ
の
祈
り
を
込
め
た
入
々
の
篤
い
信
仰
の
所
産
と
し
て
各
地
に
築
か
れ
た
。
願
主
は
自
ら
筆
を

執
り
、
あ
る
い
は
僧
に
依
頼
し
て
法
華
経
を
主
と
し
た
写
経
の
功
徳
を
積
む
。
そ
の
功
徳
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
経
塚
造
営
費
の
一
部
を
負
担
す

る
な
ど
し
、
時
に
は
経
筒
に
名
を
刻
ん
で
も
ら
う
結
縁
者
も
い
る
。
特
注
品
で
あ
る
銅
製
経
筒
は
、
鋳
物
師
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
る
。
外
容
器

も
専
用
品
と
な
る
と
こ
れ
ま
た
特
注
品
で
、
各
地
の
工
人
た
ち
が
製
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
つ
の
経
塚
が
築
か
れ
る
ま
で
に
、
様
々
な

人
々
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
企
画
を
全
て
取
り
仕
切
る
の
が
勧
進
僧
で
あ
り
、
経
塚
造
営
作
法
を
身
に
つ
け
、
供
養
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儀
式
　
般
も
執
り
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
近
畿
の
経
塚
は
、
九
州
の
経
塚
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
が
一
段
と
明
瞭
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
を
締
め
く
く
る
前
に
、
前
稿
の

内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
、
九
州
の
経
塚
の
特
徴
を
見
て
お
き
た
い
。
九
州
の
経
塚
は
＝
世
紀
末
か
ら
突
如
流
行
す
る
。
大
宰
府
で
生
産
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
画
一
性
の
高
い
四
王
母
型
経
筒
の
登
場
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
こ
の
経
筒
は
外
容
器
に
納
め
無
室
の
土
坑
に
埋
納
さ
れ
て
い

た
が
、
よ
り
規
格
化
さ
れ
た
積
上
式
経
筒
の
登
場
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
行
く
。
大
型
の
こ
の
経
筒
に
は
外
容
器
は
適
さ
な
か
っ
た
の
か
、
外
容

器
を
廃
し
て
土
坑
内
に
石
室
を
設
け
た
経
塚
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
他
型
式
の
経
筒
も
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
四
王
十
型
の
時
期
の
も

の
は
外
容
器
に
、
積
上
式
の
時
期
の
も
の
は
石
室
に
保
護
さ
れ
悪
事
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
四
王
寺
型
、
積
上
式
を
生
産
す
る
鋳
物
師
と
密
接
な

関
係
を
も
つ
勧
進
集
団
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
集
団
に
は
＝
疋
の
経
塚
造
営
作
法
が
整
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
経
筒
は
同
じ
よ
う

な
方
法
で
脳
室
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
簡
を
補
完
す
る
意
味
で
、
こ
の
集
団
は
他
の
経
筒
を
生
産
す
る
鋳
物
師
か
ら
も
経
筒
を
取
り
寄
せ
、
か

な
り
大
規
模
に
経
塚
造
営
を
展
開
し
た
。
鋳
物
師
と
恒
常
的
な
関
係
を
保
ち
、
経
塚
造
営
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
一
性
の
高
い

経
塚
が
多
数
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
も
前
稿
同
様
、
近
畿
の
経
塚
の
経
筒
、
外
容
器
、
埋
納
法
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
て
来
た
。
最
後
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、

九
州
の
経
塚
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
経
塚
の
耳
隠
は
一
〇
〇
七
年
藤
原
道
長
に
よ
る
金
峰
山
経
塚
の
造
営
で
あ
る
。
そ
の
後
上
東
門
院
彰
子
の
埋
経
事
例
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
横

川
の
経
塚
な
ど
が
造
営
さ
れ
た
が
、
＝
世
紀
後
半
ま
で
の
段
階
で
は
点
的
な
広
が
り
と
し
て
散
在
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
一
二
世
紀
に
入
っ

て
漸
く
盛
ん
に
な
っ
て
来
る
。
京
の
経
塚
は
一
二
世
紀
代
を
通
じ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
造
営
さ
れ
、
一
三
世
紀
に
入
っ
て
も
衰
え
は
す
る
も
の

の
依
然
と
し
て
造
ら
れ
続
け
る
。
こ
れ
を
支
え
た
も
の
と
し
て
東
海
か
ら
搬
入
さ
れ
て
来
る
専
用
外
容
器
は
見
逃
せ
な
い
。
播
州
の
経
塚
は
一

二
世
紀
中
頃
か
ら
次
第
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
後
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
三
段
笠
蓋
世
に
象
徴
さ
れ
る
独
自
の
経
筒
を
も
つ
地
域
で
、
外

容
器
も
須
恵
質
円
筒
な
ど
地
元
の
工
人
の
手
に
な
る
も
の
が
使
わ
れ
た
。
一
三
世
紀
に
入
っ
て
も
依
然
衰
え
る
こ
と
な
く
、
丹
後
方
面
へ
影
響
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囚
一
乱
僧
魏

を
及
ぼ
し
て
行
っ
た
。
一
二
丹
の
経
塚
は
一
二
世
紀
後
葉
に
な
っ
て
漸
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
一
段
盛
蓋
A
式
を
主
と
し
た
独
自
の
経
筒
を
用
い
、
＝
一
世
紀
末
か
ら
＝
二
世
紀
に
か
け

て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
外
容
器
は
地
元
で
作
ら
れ
る
土
師
質
円
筒
を
多
く
用
い
、
＝
二
世
紀
に

は
周
辺
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
近
畿
の
経
塚
と
一
概
に
書
わ
れ
て
来

た
も
の
が
、
実
は
三
群
に
分
け
ら
れ
、
独
自
の
展
開
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。

　
経
塚
造
営
作
法
を
反
映
す
る
の
が
埋
納
法
、
す
な
わ
ち
外
容
器
と
石
室
の
あ
り
方
で
あ
る
。

そ
し
て
近
畿
の
経
塚
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
多
様
な
組
み
合
わ
せ
を
示
す
こ
と
は
既
に
見
て
来

た
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
各
経
塚
が
い
ず
れ
も
経
塚
造
営
作
法
と
い
う
一
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
共
有
し
て
い
な
い
、
背
景
を
異
に
す
る
多
数
の
勧
進
僧
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
例
え
ば
播
州
に
は
こ
の
地
域
特
有
の
経
筒
で
あ
る
三
段
笠
蓋
式
や
一
段
笠
蓋
式
を
生
産
す

る
鋳
物
師
集
団
が
存
在
し
、
鋳
物
師
た
ち
は
不
特
定
多
数
の
勧
進
僧
た
ち
の
依
頼
に
応
じ
て
そ

れ
ら
を
生
産
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
勧
進
僧
た
ち
は
個
々
に
背
景
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
同

型
式
の
経
筒
が
全
く
異
な
っ
た
前
納
法
で
経
塚
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
鋳
物
師
、
専
用
外

容
器
工
人
の
独
立
性
が
見
て
取
れ
る
。
九
州
と
は
違
い
、
勧
進
憎
は
経
塚
を
造
営
す
る
に
際
し

て
一
時
的
に
彼
ら
の
協
力
を
仰
い
だ
わ
け
で
、
常
に
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

（
図
4
）
。
九
州
で
は
か
な
り
＝
学
的
な
経
塚
造
営
体
制
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
急
激

な
流
行
が
可
能
で
あ
っ
た
反
面
、
衰
退
も
急
速
に
訪
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
近
畿
の
経
塚
は
勧

進
去
た
ち
が
一
通
り
の
集
団
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
隆
盛
期
は
次
第
に
訪
れ
、
去
っ
た
後

も
急
速
な
衰
退
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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九
州
の
経
塚
は
一
大
寺
社
勢
力
と
考
え
ら
れ
る
勧
進
集
団
に
よ
っ
て
組
織
的
展
開
を
見
せ
て
お
り
、
勧
進
僧
が
よ
り
積
極
的
に
率
先
し
て
結

縁
者
を
募
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
結
縁
者
側
か
ら
自
発
的
に
喚
起
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
勧
進
僧
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
経

塚
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
近
畿
の
経
塚
は
次
第
に
成
長
し
て
来
る
様
子
か
ら
判
る
よ
う
に
、
そ
の
時
代
の
社
会
の
要
請
に
応
え
、

必
然
的
な
流
行
を
な
し
た
。
経
塚
造
営
に
参
画
し
往
生
を
夢
見
た
願
主
や
結
縁
者
の
側
か
ら
の
経
塚
で
あ
り
、
勧
進
僧
は
そ
れ
を
実
現
せ
ん
と

周
旋
す
る
仲
介
人
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
経
塚
の
二
大
メ
ッ
カ
と
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
両
者
の
性
格
は
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

九
州
の
経
塚
が
短
期
間
で
消
滅
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
近
畿
の
経
塚
は
長
期
に
わ
た
っ
て
造
ら
れ
続
け
た
原
因
は
こ
の
辺
り
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
経
塚
自
体
の
研
究
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
塚
研
究
が
よ
り
一
歩
踏
み
出
し
中
世
史
研
究
の
中
で
ど
の
よ

う
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
行
っ
た
。
今
後
は
東
日
本
の
経
塚
へ
地
域
を
広
げ
て
行
く
と
と
も
に
、
文
献
史

学
の
成
果
を
援
用
し
、
議
論
を
よ
り
深
め
て
行
き
た
い
。

【
謝
辞
】
　
本
稿
は
近
畿
と
九
州
を
中
心
に
中
国
、
四
国
地
方
の
経
塚
を
も
扱
っ
た
修

士
論
文
「
西
日
本
の
経
塚
扁
に
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
草
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
草
聖
論
文
作
成
の
お
り
か
ら
上
原
真
入
先
生
、
山
中
一
郎
先
生
、
清

水
芳
裕
先
生
よ
り
御
本
導
い
た
だ
い
て
き
た
。
ま
た
小
野
由
節
先
生
、
森
下
章
司
、

高
橋
克
簿
両
氏
を
は
じ
め
京
都
大
学
文
学
部
考
吉
学
研
究
室
の
皆
さ
ん
、
伊
藤
淳
史
、

久
保
智
康
、
杉
山
洋
、
難
波
洋
三
、
宮
川
禎
一
各
氏
か
ら
は
日
頃
よ
り
様
々
な
御
教

示
を
い
た
だ
い
て
お
り
非
常
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
資
料
見
学
に
際
し
て
、

市
村
高
規
、
井
購
喜
晴
、
木
村
美
代
治
、
小
檜
山
一
良
、
竹
田
憲
治
、
困
路
正
幸
、

福
田
誠
、
穂
積
国
章
、
中
村
弘
、
水
口
富
夫
、
山
本
博
利
各
氏
に
は
特
に
御
世
話
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
御
教
え
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
愚
図
出
典
図
1
－
2
表
文
献
4
6
。
図
1
－
4
表
文
献
6
。
図
ユ
ー
5
表

文
献
7
3
。
図
1
－
6
　
豊
岡
市
教
育
委
員
会
噸
長
谷
・
ホ
ウ
ジ
古
墳
群
　
妙
楽
寺
・

見
登
山
横
穴
墓
群
』
　
一
九
八
六
年
。
図
1
…
7
　
表
文
献
4
1
。
図
1
1
8
　
表
文
献

5
3
。
図
1
－
9
表
文
献
7
。
図
1
1
1
3
表
文
献
4
2
。
図
1
－
1
4
表
文
献
6
。

図
2
1
2
　
表
文
献
2
9
。
図
2
1
3
　
表
文
献
4
5
。
魍
2
i
6
　
表
文
献
4
2
。
再
ト

レ
ー
ス
に
際
し
、
一
部
修
蕉
を
加
え
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
は
筆
者
が
実
測
し
た
。

図
ユ
ー
1
，
1
2
、
図
2
1
1
，
4
，
5
　
京
都
大
学
蔵
。
図
1
－
3
　
兵
庫
県
教
育

委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
蔵
。
図
1
－
1
1
　
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
樽
士
後
期
課
程
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近畿の経塚（村木）

表　近畿の経塚リスト

番号 経　塚 年代 経筒 外容器 外容器蓬 無室 有室 備　考 文献

山城1 花背別所1 1153 一段笠蓋B式 陶筒 陶筒 ○ 1

ク　　2 土師筒 蓋付 ○ ク

〃　　3 常2 一段笠蓋B式 常滑甕 ○ ク

ク　　4 常1b 常滑甕 陶鉢 ○ ウ

ク　　5 銅鋳 土鎌筒 蓋付 ○ 有節経筒 2

〃　　6 猿投三筋筒 蓋付 ○ ク

須恵筒 蓋付

ク　　　7 ユユ53 銅鋳 O 〃

2 鞍馬寺 一段笠蓋B式 ◇猿投三筋筒 3

1120 二段笠蓋式 ◇陶筒 蓋付 清原信俊

二段盛蓋A式

二段盛蓋A式

平蓋

銅板Bb類
鋼板

1ユ79 銅鋳

銅鋳

3 修学院1 陶鱗 蓋付 ○ 4

〃　2 陶筒 ○ ク

4 浄土導 ユ289 銅鋳 石櫃 蓋付 ○ 5

5 東山松原 陶筒 軒丸瓦 6

6 清水寺 二段盛蓋B式 ◇三筋筒 ク

鋼鋳

7 北野天満宮 常2 二段盛蓋B式 常滑甕 ○ 7

8 弁天島2 経筥 ○ 8

〃　3 須恵甕 ○ 〃

〃　10 銅鋳 ◇瓦箇 ク

〃　12 銅鋳 ◇瓦筒 ○ ク

ク　撹乱 一段盛蓋B式 ◇三筋筒 〃

常三b ◇常滑甕

9 稲荷山 二段盛蓋C式 陶筒 蓋付 ○ 9

陶筒 蓋付

三〇 上醍醐 一段笠蓋A式 10

1ユ 石作 二段盛簸A式 陶筒 蓋付 u
銅鋳 三筋筒

三筋筒

◇土師筒3

12 善峰寺 二段盛蓋C式 ◇陶筒 再埋納 12

鋼鋳 ◇陶筒2 蓋付1

◇瓦笥

13 鳩ケ峰 1116 一段笠蓋B式 ○ 6

ユ4 笠置寺 常2 銅板 常滑甕 i3

銅板 ◇三筋筒 蓋付

銅鋳 ◇陶筒 蓋付

近江1 打見由 銅製 ◇陶筒 蓋f寸 14

2 横川如法塔前1 1031 経筥 銅塔 蓋付’ ○ 上東門院彰子 ユ5

ウ　　　2 二段盛蓋C式 ○ 〃

〃　　　3 平蓋 ○ ク

ウ　　　4 平蓋 ○ 〃

〃　　　5 二段盛蓋C式 瓦筒 蓋付 〃
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番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無室 有室 備　考 文献

〃　　　6 石製筒 蓋付 ○ 〃

横川五輪塔下 瓦筒1＋α 蓋付’ ○ 〃

横川裏由A 猿投三筋筒 蓋付 ○ ク

ク　　B1 陶筒 蓋付 ○ 15

〃　　B2 12初 猿投四耳壺 ○ ク

ク　　B3 土師簸 蓋付 ○ 〃

〃　　B4 土師筒 蓋付 ○ ウ

ク　　B5 土師筒 ○ 〃

ク　　B6 瓦箇 ○ 〃

ク　　B7 瓦筒 ○ 〃

ク　　B8 常2 常滑甕 ○ 〃

〃　C1 三筋筒 ○ 〃

ク　C2 三筋筒 蓋付’ ○ 〃

〃　　D1 三筋筒 蓋付’ ○ 〃

〃　　D2 瓦簡 ○ 〃

〃　　D3 石製筒 ○ 〃

〃　撹乱 二段笠蓋式 ◇陶筒 ク

◇瓦筒

◇白蔓由壺

3 比叡西塔 銅製 ◇陶甕 ユ6

4 比叡南岳ユ 三眠 蓋付 ○ 17

ク　　2 銅板A類 ○ ク

ク　　3 平蓋 ○ ク

5 九条 二段盛蓋A式 ◇陶筒 〃

6 鈴鹿山 銅板Bb類 壼 ク

河内1 金謝毒 1ユ59 銅製 18

2 金隅仙 1175 銅鋳製 〃

矛腺1 撫尾由A 1ユ39 銅板Bb類 陶筒 19

〃　1 石製筒 石 ○ ク

〃　2 三筋筒 擬付 ○ 〃

大和1 春日山 銅板Bb類 ◇陶篤 蓋付 20

◇陶甕

2 河合寺 銅鋳 ○ 鏡底経筒 21

3 金峰山 ユOG7 平蓋 藤原道畏 22

経筥5
1088 藤原師通

紀伊1 大藪 東播V 瓦製筒 東播甕 倒立 ○ 23

2 粉河産土神社1 1125 二段笠蓋式 三筋筒 ○ 清原信俊 〃

〃　　　2 東播V 瓦製筒 常滑甕 東播鉢 ○ ク

〃　　　3 瓦製王耳壺 ◇常滑甕 東播鉢 〃

3 高野山奥院 1114 銅鋳 陶筒 蓋付 O 22

4 比井王子神社 1158 二段笠蓋式 常滑甕 陶鉢 ○ 24

5 熊岡 土師筒2 ○ 25

6 高尾山1 常1b 鋼板Bb類 常滑甕 倒立 ○ 23

〃　2 東播皿 東播甕 倒立 ○ 22

〃　3 常1b 銅板Bb類 常滑甕 倒立 ○ 23

〃　概乱 瓦筒 〃

7 仮庵山2 常2－3 銅板 常滑甕 ○ ク

ク　3 常滑発 ○ 〃

8 熊野本宮 112亙 銅板A類 陶筒 蓋付 26

9 那智 一段笠蓋A式 27

～段笠蓋B式
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近畿の経塚（村木）

番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無室 有室 備　考 文献

二段笠擬式

二段盛蓋A’式

鋼板

1156 銅鋳 ←東日本

1156 銅鋳 ←東霞本

銅鋳 27

10 神倉山1撹乱 陶筒 蓋付 28

互筒3 蓋付1

〃　2b 121／4 常滑三筋壺 ○ 〃

〃　　2C 渥美蛋 ○ 〃

〃　2d 銅鋳 ○ ←東日本 〃

〃　2f 陶壷 ○ 〃

ク　29 陶筒 ○ 〃

ク　2h 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　2i 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　2撹乱 三段笠蓋A式 〃

二段盛蓋A式
1281 銅板

銅板2

銅鋳3

瓦筒 蓋付

〃　3 陶筒 蓋付 ○ ク

11 庵主池2 二段笠蓋式 渥美甕 陶鉢 ○ 〃

一段盛蓋B式 〃

銅製2 〃

12 如法堂2 銅鋳 ○ ク

〃　3 陶筒2 ○ 〃

ク　廷 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　5 玉24／4 渥美題弁壼2 ○ 〃

〃　6 銅製3 ◇陶筒 〃

紐賀1 柴原山 1160 二段盛蓋C式 22

2 猪田神社工 瓦筒 蓋付 ○ 29

〃　　旺 ユ22／4 常滑三筋壺 ○ 〃

〃　　亜 瓦筒 蓋付 ○ 〃

ウ　撹乱 陶箇 蓋付 〃

瓦筒11

常2 常滑箋

伊勢1 青由 陶筒 30

2 漆 銅板Bb類 ◇土師筒荏 31

◇陶筒7

◇瓦筒

3 丁塚 陶筒 蓋付 32

4 豆石山 陶筒 蓋付 ○ 33

5 世義寺 1178 陶筒 22

6 朝熊山1 1173 陶筒 ○ 34

〃　2 銅製2 〃

〃　3A ユ159 二段盛蓋B式 陶筒 陶鉢 〃

〃　3B 1ユ69 銅製 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　4 陶筒 ○ 瓦囲 ク

〃　5 1156 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　7B 陶筒 蓋付 〃

〃　8A 銅製 陶筒 ○ 〃
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番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無室 有室 備　考 文献

〃　8B 1156 陶筒 〃

〃　9A 陶筒 〃

〃　9B 陶筒 蓋付 ○ 〃

〃　9D 陶筒 ○ 〃

〃　9E 土師筒 ○ 〃

〃　ユOA 土師筒 ○ 〃

陶製

〃　10C ユ186 三縄 ○ 34

〃　10E 陶筒 ○ 〃

〃　10G 陶筒 ○ 〃

〃　10H 土師筒 ○ 〃

ク　101 陶筒 ○ 〃

ク　ユ4 陶筒 ○ ク

〃　ユ5 常1b 瞬断 常滑甕 陶鉢 ○ 〃

〃　ユ6A 土師箇 ○ 〃

〃　ユ6C 銅製 陶筒 〃

〃　16E 陶筒 〃

〃　18A 陶筒 ○ 〃

播磨1 北坊 須悪筒 35

十悪甕

2 石峯寺 銅板Ba類・三笠A 36

3 北別僧 土師筒 35

4 萩原 土師筒 〃

5 踏固院A 金銅 甕 37

〃　B 土師筒7 〃

須恵筒7 蓋付7
6 高男寺 1153 三段笠蓋B式 來播甕 38

7 王子神社 須恵箇 土師筒 蓋付 ○ 35

8 二塚古墳 一段笠蓋A式 須葱筒 蓋付 39

二段盛蓋B式 ◇須恵筒

9 王塚古墳 土師筒 ○ 40

10 宮林 銅板A類 17

ユユ 福地 1149 土師筒 41

12 石原 1174 一段笠蓋B式 鏡底経筒 ク

13 円満寺 須恵筒 〃

14 島羽 一段笠蓋A式 東播甕 厚縁和鏡 〃

～段笠蓋A式 ク

15 栗田 銅板Ba類・三笠A 土師筒 陶皿 17

銅板Ba類・三笠A 土師筒 陶皿

銅板Ba類・三笠A 土師筒

東播lv ◇東播箋

16 江ノ上1 東播Iv 三段笠蓋B式 東播甕 莱播鉢 ○ 荏2

ク　2 瓦筒 蓋付 ○ 〃

ク　3 土師筒 ○ 〃

〃　4 東播V 三段笠蓋A式 東描甕 東播鉢 ○ 〃

17 西田原 須恵筒 17

18 巨」薫 一段笠擬B式 ○ 35

19 宮山A 須恵筒 蓋付 ○ 瓦で内壁 ク

〃　B 須恵筒 ○ 〃

クC 鉄製 ○ 〃

20 甲山 土師筒 ○ 〃

21 楽々山 三段笠蓋B式 ○ 瓦囲 43
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近畿の経塚（村木）

番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無室 有蓋 備　考 文献

播磨22 山吹山 三段笠蓋A式 ◇土師笥4 43

三段笠蓋A式

三段笠蓋A式

一段盛蓋B式

三段盛蓋式

23 八祖山 土師筒 35

24 愛宕山 銅板Ba類・一笠A ○ 〃

銅板Ba類・一笠A

25 家氏 三段笠蓋A式 須恵甕 ○ 43

26 今念寺 銅製 35

27 瀧ノ内 東播IV 一段笠蓋B式 東播甕 ○ ク

摂津1 若宮八幡宮 1181 二段盛蓋A式 常滑甕 倒立 22

2 大門寺 常2 二段盛蓋A式 ◇常滑甕 17

二段盛蓋A式
3 鉢塚 鉄製 ◇須恵甕 44

4 滝ノ奥 須恵筒 蓋付 ○ 45

5 有馬温泉寺 1271 経筥 35

経笛

6 下深園 土師驚 ○ 〃

須恵筒

7 清水 一段笠蓋A式 土師筒 ○ 46

8 二本松古墳 銅板 束播甕 ○ 47

丹波1 正釈寺 二段盛蓋A式 ◇瓦筒 蓋付 48

◇東播甕2

◇陶甕

2 平石由 須恵箭 ○ 49

須恵甕

3 上板井 須恵僖 蓋付 ○ 50

4 西山北 土師筒2 蓋付2 ○ 49

5 諏訪腰 鉄製 ◇箋 35

6 小野原住吉 須恵筒 ク

東播甕 東播鉢

7 立石 土師筒 ク

8 藤山1 須恵甕 倒立 ○ 51

〃　2 土師筒 ○ 〃

〃　4 銅板Bb類 ○ 〃

9 篠神社 土師筒2 52

東播V 東播甕2

10 一ノ宮 一段盛藻A式 瓦筒 ク

鋼鋳 瓦筒

ll 殿山 金銅製 ○ ク

12 私市円山 銅板Ba類一盛B ○ 横口式石室 53

13 稲葉山 鉄製 須恵筒 ○ 48

14 高田山1 竹製3 須恵筒 蓋付 ○ 54

竹製3 須恵筒 蓋付

〃　2 須悪筒 蓋付 ○ 横口式石室 〃

15 大道寺 東播w 一段盛蓋A式 東播甕 東播鉢 ○ 55

16 月輪 銅鋳 48

17 今西中 銅板A類 土師筒 蓋付 ○ 56

丹後1 ニノ宮 二段盛蓋A式 ◇土師筒 蓋付 再埋納 57

1225 銅鋳2 ◇瓦筒2 蓋付1

2 油渥 銅板A類 曲物 蓋付 ○ 58
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番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無蜜 有室 備　考 文献

丹後3 河原山 銅板A類 土師筒 蓋付 ○ 59

4 日吉神社 一段盛蓋B式 48

5 大粟神社 一段盛擬B式 ◇土蔀筒 60

一段盛蓋B式
6 雲岩 銅製5 48

7 塚ケ谷 常2 ～段盛蓋A式 常滑甕 倒立 ○ 61

8 籠早引 一段盛蓋A式 ◇土師筒 48

銅板Ba類・一盛A

1188 ～段盛蓋B式

一段盛蓋B式
8 籠神社 銅板A類 火炎宝珠鉦 48

9 真名井神社 二段盛蓋A式 62

1189 銅板A類
10 上野 二段盛蓋A式 ◇須恵甕 6

ユ1 神明由 一段盛蓋A式 ○ 63

一段盛蓋A式

一段盛蓋A式

銅板A類

銅板

銅鋳

12 海士 土師筒2 蓋付2 ○ 64

13 蔵谷 土師筒3 48

14 山の神1 1ユ70 銅板A類 火炎宝珠鉦 65

〃　2 土師筒7 蓋付7 48

須恵甕2

15 永留 土師筒 蓋付 ○ 66

16 権現出1 鉄製 ○ 横口式石室 67

〃　2 土師筒 蓋付 ○ 横口式石室 〃

〃　3 土師鮪2 蓋付2 ○ 横臼式石室 〃

ク　4 土師筒 董付 ○ 横羅式石室 〃

17 西明寺 一段盛蓋A式 ◇土師筒 厚縁和鏡 48

18 栃谷 ～段盛蓋A式 土師箇 蓋付 ○ 68

19 新側 一段盛蓬A式 土師箇 蓋付 ○ 〃

銅鋳7 〃

20 汁谷 一段盛蓋A式 甕 〃

銅鋳2 〃

2i 〔］三谷 一段盛蓋A式 〃

一段盛蓋A式
22 如意寺 銅鋳 69

倶馬1 谷ノ上 銅鋳 ○ 35

2 一乗寺1 土師筒 蓋付 ○ 横口式石室 70

〃　2 三段笠蓋A式 土師筒 倒立 ○ 横口式石箋 〃

〃　3 東播w 東播甕 石 ○ 〃

3 新宮山1 東播皿 束播甕 ○ 71

〃　2 銅鋳 ○ 〃

4 清滝神窟 束播Iv 銅製 ◇東播甕2 東播鉢1 35

◇陶甕

5 畑森 土師笏 〃

6 入佐由 東播皿 一段盛蓋A式 東播甕 倒立 ○ 72

鉄製2 （甕の外）

7 田多地1 二段盛蓋B式 ○ 横口式石室 73

〃　2 一段盛蓋B式 ○ 横口式石蜜 〃
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近畿の経塚（村木）

番号 経　塚 年代 経　筒 外容器 外容器蓋 無室 有室 備　考 文献

〃　3 土師筒 蓬付 ○ 横口式石室 〃

但馬8 馬場ケ先古墳 土師筒5 ○ 35

9 縦揺寺 銅板Ba類・一盛B 74

鋼板Ba類・一盛B

鉄製2
10 妙楽寺A 鉄製2 ○ 75

ク　B 鋼鋳2 ○ 〃

〃　C 鉄製 ○ 〃

ク　D 東播V 一段盛蓋A式 ◇上掲麗 東播鉢 〃

二段目蓋A式

鉄製

11 金山 鉄製2 ○ 76

12 野上 常2 鉄製 常滑発 ○ 72

13 大平寺 → 一段押蓋A式 珠洲発 倒立 12c，宋～13c．初 75

竹製2 〃

14 宝塚 銅製2 35

15 下浜 一段盛蓋A式 〃

鋼鋳3

銅板
16 松村3号墳 三段盛蓬式 ○ ク

ユ7 松村4号墳 銅鋳 ○ ク

18 三谷 銅製 〃

出土地不明 一段笠蓋B式 77

一段盛蓋B式 〃

一段盛蓋B式 ク

地図No欄図3に対応／年代欄常：常滑焼編年，東播：束播系須恵器編年／経筒・外容器・外容器蓋欄銅鋳
：銅鋳製であるが行方不明or破損or型式分類できないもの，銅板：銅板製であるが行方不明or破損のため分類不

可，銅板Ba式：後に摸倣した型式を記す，土師筒：土師質円筒，瓦筒：瓦質円筒，須恵筒：須恵質円筒，三筋

筒：東海系陶質三筋文円筒，陶筒：東海系陶質無文円筒，東播鉢：東播系片口鉢，陶鉢：東海系片口鉢，陶皿：
東海系皿，◇：経筒とのセット関係不明，〃：同一個体，蓋付：外容器専用蓋，倒立：蓋は用いず外容器を倒置

衷対応文献

1
2
3
4
5
6
7
8

魚澄惣五郎・梅原末治　1923「花背村ノ経塚及ビ関係遺跡」『京都府史蹟勝地調査会報告』4

佐藤虎雄　1929「花背村の経塚」『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告」ユ0

保坂三郎　1971『鞍馬寺経塚遺物』

梅原末治　1925「修学院村ノ経塚」『京都府史蹟勝地調査会報告」6

川勝政太郎　1958ヂ浄土寺南田町の経塚遺物」『史　と美術』280

蔵田蔵　1965「経塚論9」『MUSEUM』177

梶川敏夫　1976F北野天満宮境内発見の経塚出土品」ζ京都考古』24

小檜山一良　ユ997「広隆寺旧境内・弁天島経塚群」ド京都嵯峨野の遺跡』京都市埋蔵文化財研究

　所調査報告14

9　高橋健自　1912「山城稲荷山経塚及発掘遣物に就きて」『考古学雑誌』2－8

10　景山春樹　1954「山城考古展の薪資料」『史　と美術』242

ユ1　岩井武俊　1910「山城国乙訓郡大原村発掘の経筒」ゼ考古学雑誌』1－2

12　梅原末治　ユ926「善峰寺ノ経塚」『京都府史蹟勝地調査会報告港7
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ユ3　豊島修　1978ギ笠置山の修験道」『近畿霊山と修験道」

ユ4　景山春樹　1959r比良山中腹から経塚遺物発見」『古代文化』3－9

15　滋賀県教育委員会　1979『比叡山横川経塚遺物整理調査報告』

16服部降道　1961「西塔の経塚」軍国　と美術』312

17蔵田蔵　1965「経塚論8」9MUSEUMj　176

18　関秀夫　1985『経塚遺文』

19　久保惣記念美術館　ユ983『和泉損尾由発掘調査報告』

20　末永雅雄　1949f春日大社本宮跡出土埋経関係遺物」配奈良県史蹟名勝天然記念物調査抄報』3

21　上田三平　1928「大和吉野郡天川村河合の経塚」『考古学雑誌選18－6

22　奈良国立博物館　1977郵経塚四宝』

231983奮和歌山県史1

24田三郎・山本賢・高野光勇　1962「紀伊’国比井経塚遺跡発掘調査概報」『熊野路考古』1

25安部弁雄　1956f紀伊国熊岡経塚について」奮古代学研究』15・16

26杉山洋　1983「熊野三山の経塚」紋化財’論叢』

27　東京国立博物館　1985『那智経塚遺宝』

28上野元・巽三郎　1963穿熊野新宮経塚の研究』

29上野市教育委員会　ユ975匿猪田経塚』

30　大西源一　1954「三重県一志郡倭村経塚」『日本考古学年報』2

31　小玉道明　1968ゼ三重県～志郡美杉村漆経塚群とその埋納品」ゼ三重の文化』38

32　伊勢市11znv，土資料館　ユ991『伊勢の経塚』

33　皐学館大学考古学研究会　1986「豆石山経塚」『二見町の遺跡と遺物渥
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The　sutra　moumds血the　Iく梱region

by

MURAKI　Jiro

　　From　the　11th　to　13th　century，　people　who　hoped　to　be　reborn　in　paradise　built

sutra　mounds　throughout　Japan，　especially　in　the　1〈inld　region　and　Kyushu．

These　sutra　mounds　are　valuable　archaeological　sources　for　research　on　religious

influence　in　this　period．　First，　the　author　classifies　types　of　bronze　sutra　cases　in

the　Kinki　region　on　the　basis　of　the　forms　of　their　lids　and　the　sizes　of　their

caHbers．　Secondiy，　the　author　classdies　their　ceramic　outer　cases．　By　both

rnethods　sutra　mounds　in　the　Kinki　region　can　be　divided　into　tlrree　areas，　namely

the　Mjyako－area，　the　Banshu－area　and　the　SantaR－area．　Stttra　mounds　in　the

Miyako－area　are　characterized　by　a　type　of　sutra　case　with　a　two－tiered　and　non－

btmed　lid　or　with　a　two－tiered　and　brirnrned　tid．　The　Ceramic　outer　case　was

brought　from　the　Tokai　area．　ln　the　Banshu－area，　sutra　cases　had　a　one一　or

three－tiered　and　brirnrned　lid．　ln　the　Santan－area，　we　imd　sutra　eases　with　a　one－

tiered　and　non－brirnmed　lid．

　　Finally，　the　author　exarnines　the　burying　method，　which　refiects　the　method　of

the　priest　who　took　the　initiative　to　build　the　sutra　rnounds．　ln　Kyushu　the

method　is　related　to　the　type　of　sutra　case．　This　seems　to　indicate　that　relations

between　the　leading　priests　and　the　casters　who　made　bronze　sutra　cases　were

very　close．　ln　the　Kinki　region，　however，　there　is　no　relation　between　burying

method　and　sutra　case．　The　reasoR　why　the　sutra　mounds　in　the　Kinlci　region

and　Kyushu　developed　in　a　different　way，　is　that　the　institutionalized　creation　of

sutra　mounds　in　each　region　was　different．
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